
イ
ン
ド
に
お
け
る
開
発
政
策
と
外
国
資
本
(
二
)

は
じ
め
に

一
経
済
自
立
と
従
属

川
『
開
発
の
成
果
」

ω
従
属
的
発
展
と
多
国
籍
企
業

間
「
新
し
い
従
属
」
と
「
階
級
同
盟
」
の
形
成

二
「
経
済
自
立
」
戦
略
と
外
国
資
本

ω
ヱ
業
化
と
従
属
(
以
上
本
誌
第
四

O
巻
第
二
号
)

ω
外
資
政
策
と
技
術
提
携

ω
対
イ
ン
ド
直
接
投
資
に
つ
い
て

凶
対
イ
ン
ド
経
済
援
助
に
つ
い
て

ω
外
資
政
策
と
技
術
提
携

イ
ン
ド
経
済
は
、
民
族
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

l
の
「
経
済
自
立
」
戦
略
H

重
工
業
優
先
的
な
工
業
化
政
策
に
よ
っ
て
、
六

0
年
代
に
は
産
業
構
造
の

(

1

)

 

一
定
の
変
化
を
帰
結
す
る
。

伊
藤
論
文
は
、
公
共
部
門
の
投
資
比
重
の
年
々
の
拡
大
と
公
共
部
門
の

イ
ン
ド
に
お
け
る
開
発
政
策
と
外
国
資
本
合
一
)

戸

崎

京電

比
重
増
大
H

「
い
わ
ゆ
る
国
家
資
本
主
義
拡
大
政
策
」
を
「
資
本
主
義
拡

(

2

)

 

大
の
イ
ン
ド
的
特
殊
性
の
一
つ
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
イ
ン

ド
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
開
発
戦
略
に
沿
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
と
矛
盾

す
る
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
「
個
々
の
資
本
は
、
一
部
の
大
財
閥
も

ふ
く
め
て
各
種
の
重
化
学
工
業
を
一
挙
に
設
立
す
る
ほ
ど
に
は
強
力
で
は

な
か
っ
た
か
ら
、
財
政
、
金
融
機
構
を
つ
か
っ
て
強
制
貯
蓄
を
お
こ
な
い

う
る
国
家
に
よ
っ
て
個
別
資
本
に
よ
っ
て
は
当
分
参
入
し
え
な
い
大
規
模

投
資
を
要
す
る
重
工
業
を
設
立
し
、
も
っ
て
イ
ン
ド
経
済
の
生
産
的
基
盤

を
強
化
す
る
こ
と
は
、
私
的
資
本
に
と
っ
て
も
必
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
」

(
伊
藤
論
文
一
一
七
ペ
ー
ジ
〉
か
ら
で
あ
る
。

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
こ
の
政
策
を
領
導
し
た
一
九
五
六
年
「
産
業
政

策
決
議
」
は
「
公
共
部
門
の
拡
大
が
私
的
資
本
の
存
続
、
拡
大
を
前
提
と

し
、
そ
の
接
収
に
よ
ら
ず
に
上
か
ら
の
創
設
に
よ
る
方
式
を
と
る
」
こ
と

を
明
確
に
打
ち
出
し
、
私
的
資
本
の
「
拡
大
再
生
産
を
保
証
し
た
」
(
悶

一
一
六

t
七
ペ
ー
ジ
)
。
こ
の
イ
シ
ド
国
家
資
本
主
義
の
発
展
は
、
伊
藤
論

一
八
七
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文
に
よ
れ
ば
、
「
既
成
の
資
金
的
・
技
術
的
・
経
営
的
蓄
積
を
も
た
な
い

公
共
部
門
の
拡
大
は
、
も
っ
ぱ
ら
強
制
貯
蓄
(
間
接
税
中
心
の
増
税
、
赤

字
財
政
)
と
外
国
援
助
資
金
と
に
大
き
く
依
存
す
る
蓄
積
様
式
に
依
拠
せ

ざ
る
を
え
な
い
」
の
で
あ
る
(
同
一
一
七
ペ
ー
ジ
〉
。

伊
藤
論
文
の
指
摘
す
る
イ
ン
ド
資
本
主
義
発
展
の
も
う
一
つ
の
特
殊
性

と
は
、
急
速
な
重
工
業
化
が
手
工
業
の
広
範
な
残
存
と
並
ん
で
、
ま
た
こ

れ
を
前
提
と
し
て
進
め
ら
れ
た
こ
と
に
あ
る
。

「
近
代
資
本
制
支
配
の
未
完
を
前
提
と
し
た
急
速
な
重
工
業
化
」
ゆ
え

に
、
内
生
的
な
技
術
基
盤
の
成
長
、
資
本
蓄
積
を
前
提
し
え
ず
、
さ
ら
に

は
「
国
内
潜
在
資
金
の
動
員
策

l
!と
く
に
農
村
、
地
主
層
か
ら
の
余
剰

の
動
員
や
審
修
的
消
費
の
削
減
の
た
め
の
政
策
ー
ー
が
欠
け
て
い
た
」
が

ゆ
え
に
資
本
と
技
術
の
対
外
依
存
を
招
来
す
る
。

伊
藤
論
文
に
よ
れ
ば
、
一
九
六

0
年
代
前
半
ま
で
の
イ
ン
ド
経
済
の
工

業
化
は
外
国
か
ら
の
援
助
、
資
本
と
技
術
の
導
入
が
な
け
れ
ば
到
底
実
現

し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
外
国
資
本
・
技
術
へ
の
「
従
属
」
を
前
提
に

し
て
は
じ
め
て
工
業
化
を
進
め
え
た
の
で
あ
る
。

外
国
資
本
に
対
す
る
イ
ン
ド
政
府
の
基
本
方
針
は
一
九
四
九
年
に
首
相

声
明
と
し
て
示
さ
れ
た
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

「
国
民
貯
蓄
が
望
ま
し
い
規
模
で
の
わ
が
国
の
急
速
な
発
展
の
た
め
に

十
分
で
な
い
」
こ
と
、
さ
ら
に
「
科
学
的
、
技
術
的
、
お
よ
び
工
業
的
知

識
や
資
本
設
備
」
の
導
入
が
急
速
な
発
展
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
こ
の
た
め
「
イ
ン
ド
資
本
は
外
国
資
本
に
よ
る
補
完
を
必
要
と
し

て
い
る
」
。
し
た
が
っ
て
国
家
は
「
最
も
有
利
な
方
法
に
お
い
て
、
外
国

一
八
八

資
本
を
利
用
す
る
」
。
ま
た
既
存
の
外
国
企
業
に
つ
い
て
は
、
「
政
府
の
産

業
政
策
の
一
般
的
要
件
に
合
致
す
る
」
限
り
は
、
イ
ン
ド
企
業
と
同
等
に

扱
う
と
。
さ
ら
に
戸
明
は
、
外
国
資
本
の
導
入
を
は
か
る
た
め
に
も
利
潤

送
金
や
投
資
の
回
収
に
い
か
な
る
制
限
も
課
す
つ
も
り
は
な
い
と
述
べ
て

ハ
3
)

い
る
。外

国
資
本
に
対
す
る
右
に
示
さ
れ
た
基
本
方
針
は
一
九
四
八
年
の
「
声

明
」
、
五
六
年
の
「
決
議
」
に
明
示
さ
れ
た
資
本
主
義
的
開
発
政
策
の
基

本
戦
略
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
五
六
年
「
決
議
」
は
重
工

業
と
機
械
製
作
工
業
を
発
展
せ
し
め
、
基
幹
的
か
つ
戦
略
的
に
重
要
な
産

業
は
政
府
部
門
に
置
い
て
拡
大
さ
せ
る
こ
と
を
課
題
に
、
鉱
工
業
を
三
つ

の
部
門
に
分
け
政
府
が
専
ら
責
任
を
負
う
部
門
と
民
間
企
業
が
主
導
し
得

る
部
門
と
を
定
め
た
の
で
あ
る
が
、
外
国
企
業
も
こ
の
政
策
の
枠
内
で
、

イ
ン
ド
資
本
と
対
等
の
扱
い
を
受
け
得
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
一
九
五
一
年
に
新
企
業
設
立
の
ラ
イ
セ
ン
ス
付
与
の
規
制
を

明
示
し
た
「
産
業
開
発
規
制
法
」
が
制
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
外
国

企
業
も
、
イ
ン
ド
企
業
と
並
ん
で
、
企
業
の
新
設
、
拡
張
及
び
新
製
品
生

産
の
際
に
は
政
府
の
所
轄
機
関
の
ラ
イ
セ
ン
ス
(
認
可
〉
を
受
け
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度
の
目
的
は
、
稀
少
資
源
の
優
先
部
門
へ

の
配
分
、
国
内
後
進
地
域
開
発
の
促
進
、
産
業
の
地
域
分
散
、
経
済
力
集

中
(
独
占
)
の
排
除
、
小
規
模
工
業
の
発
展
促
進
な
ど
で
あ
っ
た
。
な

お
、
こ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度
は
「
翰
入
ラ
イ
セ
ン
ス
」
に
よ
っ
て
補
完
さ

れ
て
い
る
。
外
国
資
本
も
、
イ
ン
ド
の
民
間
企
業
と
同
様
に
、
こ
の
ラ
イ

セ
ン
ス
制
度
に
従
う
限
り
イ
ン
ド
で
の
営
業
活
動
を
保
証
さ
れ
た
の
で
あ



る
。
こ
の
よ
う
に
、
イ
ン
ド
政
府
の
外
資
政
策
で
は
、
国
家
資
本
主
義
政

策
の
枠
の
中
で
、
資
本
及
び
技
術
の
積
極
的
導
入
の
た
め
に
外
国
資
本
・

(
4
)
 

外
資
系
企
業
は
圏
内
民
間
資
本
・
企
業
と
同
等
に
扱
わ
れ
て
い
た
。

一
九
五

0
年
代
後
半
、
外
貨
事
情
が
急
速
に
悪
化
す
る
。
イ
ン
ド
政
府

は
外
貨
の
流
出
を
防
ぐ
目
的
で
技
術
輸
入
を
規
制
し
、
技
術
提
携
を
伴
わ

な
い
対
イ
ン
ド
投
資
を
原
則
と
し
て
規
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
技
術
移
転

(
5
)
 

を
伴
う
外
資
導
入
、
製
造
業
へ
の
直
接
投
資
の
導
入
を
は
か
ろ
う
と
し
た

が
、
外
貨
事
情
の
悪
化
は
外
資
の
導
入
に
阻
害
要
因
と
な
る
べ
き
配
当
の

送
金
を
規
制
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

だ
が
こ
の
配
当
の
送
金
規
制
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
外
資
系
企
業

が
設
立
さ
れ
た
。
そ
れ
は
次
の
事
情
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
、
外
貨
不
足
に

よ
る
厳
し
い
輸
入
制
限
が
行
わ
れ
た
結
果
、
そ
れ
ま
で
イ
ン
ド
市
場
へ
の

工
業
製
品
を
輸
出
し
て
い
た
外
国
企
業
は
イ
ン
ド
市
場
を
断
念
す
る
か
そ

れ
と
も
イ
ン
ド
へ
の
直
接
投
資
に
よ
る
現
地
生
産
を
開
始
す
る
か
の
選
択

に
迫
ら
れ
た
。
イ
ン
ド
で
の
営
業
活
動
を
停
止
し
た
企
業
も
多
か
っ
た

が
、
大
多
数
の
企
業
は
、
特
に
化
学
工
業
、
薬
製
工
業
の
分
野
で
、
ィ
ン

(
6〉

ド
で
の
現
地
生
産
を
開
始
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

対
イ
ン
ド
民
間
投
資
、
在
イ
ン
ド
外
資
系
企
業
の
規
制
が
な
さ
れ
る
の

は
、
一
九
六

0
年
代
半
ば
か
ら
で
あ
る
。
一
九
六
六
年
に
経
済
停
滞
が
始

ま
り
、
競
争
が
激
化
し
て
政
治
問
題
化
す
る
に
い
た
り
、
産
業
ラ
イ
セ
ン

ス
委
員
会
は
外
資
系
企
業
に
差
別
待
遇
を
と
り
は
じ
め
る
。
六
八
年
に
は

政
府
声
明
に
よ
っ
て
外
資
系
企
業
の
設
立
が
認
可
さ
れ
な
い
分
野
が
指
定

さ
れ
、
ま
た
、
外
国
人
の
株
式
所
有
が
四

O
Mを
こ
え
る
場
合
は
全
て
、

イ
ン
ド
に
お
け
る
開
発
政
策
と
外
国
資
本
つ
一
)

イ
ン
ド
政
府
(
内
閣
〉
の
認
可
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(
7
)
 

さ
ら
に
、
一
九
六
九
年
に
は

M
R
T
P
法
に
よ
り
大
財
閥
と
外
資
系
企

業
は
特
別
の
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度
の
下
に
組
み
込
ま
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
と

は
別
に
外
資
提
携
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
、
外
資
提
携
に
際

し
て
は
資
金
導
入
よ
り
も
技
術
移
転
を
重
視
し
ノ
ウ
ハ
ウ
の
導
入
を
促
進

す
る
方
向
へ
の
指
導
が
な
さ
れ
、
技
術
協
定
の
期
間
、
更
新
回
数
、
輸
出

指
向
型
企
業
の
製
品
輸
出
比
率
な
ど
に
厳
し
い
規
制
措
置
が
と
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

だ
が
、
一
九
七

0
年
代
に
入
り
イ
ン
ド
経
済
に
は
「
自
由
化
」
傾
向
が

目
立
ち
始
め
る
。
一
九
七

O
年
に
イ
ン
デ
ィ
ラ
・
ガ
ン
デ
ィ
!
政
権
の
下

で
、
外
資
提
携
の
新
し
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
、
技
術
格
差
を
埋
め

る
こ
と
を
課
題
と
し
て
一
九
六

0
年
代
後
半
の
制
限
婿
置
が
緩
和
さ
れ
た

(
8
)
 

の
で
あ
る
。

さ
て
、
一
九
七

O
年
に
出
さ
れ
た
「
新
産
業
認
可
政
策
」
は
、
確
か

に
、
財
閥
企
業
・
と
外
資
系
企
業
の
活
動
を
一
定
方
向
に
規
制
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
「
ほ
と
ん
ど
構
想
の
域
に
と
ど
ま
っ
た
」
と
さ
れ

る
「
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
セ
ク
タ
ー
」
構
想
も
政
府
に
よ
る
大
企
業
の
株
式
取

得
、
大
企
業
に
対
す
る
政
府
の
発
一
一
)
一
一
口
権
の
強
化
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
っ

ハ
9
)

た
。
こ
の
よ
う
な
イ
ン
ド
政
府
の
動
向
か
ら
は
「
自
由
化
」
で
は
な
く
、

一
九
七

0
年
代
初
頭
は
一
九
六

0
年
代
後
半
に
ひ
き
つ
づ
い
て
規
制
強
化

こ
そ
が
政
策
の
主
流
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
の
「
新
産
業
認
可
政
策
」
も
発
表
後
数
カ
月
に
し
て
、
制
限
が

緩
和
さ
れ
、
製
品
の
六

O
%を
輸
出
に
向
け
る
財
閥
系
企
業
と
外
資
系
企

一
八
九
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業
に
対
し
て
は
工
場
の
新
設
や
拡
張
の
規
制
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
一
九
七
四
年
の

F
E
R
A
(外
国
為
替
規
制
法
)
は
外
資
系

企
業
の
外
国
人
持
ち
株
を
四

O
M
に
制
限
す
る
こ
と
や
外
資
提
携
の
規
制

お
よ
び
外
国
為
替
の
管
理
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
れ
は
他

面
で
は
、
外
国
資
本
へ
の
規
制
を
緩
和
す
る
狙
い
を
持
つ
も
の
と
み
て
よ

い
。
す
な
わ
ち
、
外
国
人
持
ち
株
四

O
%以
下
の
企
業
は

M
R
T
P
法
の

規
制
を
免
れ
得
る
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
四

O
Mを
こ
え
る
外
国
人
持
ち
株

が
あ
る
場
合
で
も
、
そ
の
企
業
が
高
度
な
技
術
を
有
し
、
あ
る
い
は
製
品

の
大
半
を
輸
出
に
向
け
て
い
る
場
合
、
そ
の
実
績
を
政
府
が
認
め
る
限
り

は
、
認
可
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

デ
サ
イ
論
文
は
一
九
七
四
年
の

F
E
R
A
の
目
的
は
六
九
年
の

M
R
T

P
法
に
よ
る
外
資
系
企
業
へ
の
制
限
を
緩
和
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
み
て

(
印
)

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
数
株
所
有
を
主
張
す
る
外
国
人
投
資
家
は
こ

の
F
E
R
A
を
歓
迎
し
な
か
っ
た
。
多
数
支
配
の
喪
失
に
苛
立
ち
、
少
数

の
外
国
企
業
は
イ
ン
ド
を
撤
退
し
た
。
そ
の
他
の
、
イ
ン
ド
に
踏
み
止
ま

っ
た
外
資
系
企
業
の
あ
る
も
の
は
、
外
国
親
会
社
の
持
ち
株
が
そ
れ
以
上

減
る
場
合
は
在
イ
ン
ド
会
社
は
親
会
社
の
技
術
の
利
用
権
は
失
う
も
の
と

す
る
合
意
を
イ
ン
ド
人
資
本
家
と
交
わ
し
た
。
「
概
し
て
、

M
R
T
P
法

と
F
E
R
A
は
外
国
投
資
を
阻
害
し
た
。
そ
の
結
果
七

0
年
代
は
外
国
投

(

ロ

)

資
が
落
ち
込
む
こ
と
に
な
っ
た
」
。

一
九
七

0
年
代
後
半
に
は
こ
の
「
自
由
化
」
傾
向
は
一
段
と
明
確
に
な

る
。
「
自
由
化
政
策
」
は
イ
ン
ド
工
業
化
戦
略
の
基
本
H
輸
入
代
替
工
業

一
九
O

化
政
策
の
支
柱
を
な
す
輸
入
政
策
の
七

0
年
代
の
変
化
に
端
的
に
現
れ
て

い
る
。
西
口
教
授
は
一
九
七

0
年
代
半
ば
に
産
業
政
策
の
転
換
が
み
ら
れ

る
と
し
て
、
「
一
九
六

0
年
代
初
頭
か
ら
七

0
年
代
中
頃
ま
で
の
貿
易
政

策
の
特
徴
」
は
輸
入
代
替
工
業
化
政
策
を
基
本
と
し
輸
出
促
進
政
策
は
、

「
こ
の
基
本
政
策
の
補
足
手
段
に
位
置
付
け
ら
れ
る
」
も
の
で
あ
り
、
輸

入
政
策
も
「
必
要
不
可
欠
で
国
内
で
得
ら
れ
な
い
品
目
に
限
っ
て
輸
入
を

認
め
る
原
則
」
に
従
っ
て
い
た
。
だ
が
一
九
七

0
年
代
後
半
に
お
い
て

は
、
「
産
業
政
策
の
重
点
は
、
輸
出
を
推
進
力
と
し
て
生
産
効
率
の
高
い

大
規
模
な
輸
入
代
替
工
業
化
を
促
進
す
る
方
向
に
、
徐
々
に
転
換
し
」
、

そ
の
貿
易
政
策
は
「
輸
入
自
由
化
」
、
「
輸
出
お
よ
び
輸
出
産
業
重
視
政

策
」
、
「
輸
出
向
け
生
産
の
自
由
化
」
で
あ
る
と
払
閉
す
る
。

「
輸
入
自
由
化
」
に
よ
り
、
輸
入
手
続
き
の
簡
素
化
と
と
も
に
、
ラ
イ

セ
ン
ス
自
由
化
品
目
の
拡
大
に
よ
っ
て
資
本
財
の
輸
入
は
園
内
で
生
産
さ

れ
て
い
な
い
品
目
に
限
り
技
術
開
発
指
導
局
の
審
査
を
経
な
い
で
「
白

(
日
)

由
」
に
輸
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
「
輸
出
お
よ
び
輸
出
産
業

重
視
政
策
」
は
「
従
来
の
輸
入
代
替
ヱ
業
化
政
策
に
沿
っ
て
設
定
さ
れ
た

『
優
先
部
門
』
と
『
非
優
先
部
門
』
と
の
産
業
分
類
に
替
え
て
、
『
国
民

経
済
と
輸
出
向
け
生
産
に
と
っ
て
そ
の
産
業
が
有
す
る
重
要
性
』
を
考
慮

し
て
、
『
選
定
産
業
』
と
い
う
新
し
い
産
業
的
範
鴎
を
設
定
し
」
、
こ
の

「
選
定
産
業
」
の
必
要
と
す
る
部
品
・
原
材
料
の
輸
入
認
可
は
自
動
承
認

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
輸
出
向
け
生
産
の
自
由
化
」
は
「
輸

出
向
け
生
産
公
産
業
認
可
規
制
外
と
し
、
独
占
お
よ
び
制
限
的
商
慣
行
法

〔

M
R
T
P
法
〕
で
『
支
配
的
企
業
』
を
決
定
す
る
場
合
の
計
算
か
ら
翰



出
を
除
外
す
る
。
加
え
て
輸
出
生
産
の
た
め
の
技
術
を
近
代
化
す
る
目
的

〈

M
)

で
、
技
術
輸
入
が
一
層
自
由
化
さ
れ
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
産
業
認
可
制
度
や
輸
入
規
制
の
緩
和
に
よ
る
輸
出
促
進
政

策
を
背
景
に
外
国
資
本
・
外
資
系
企
業
へ
の
規
制
緩
和
も
一
段
と
進
展
し

た
。
経
済
自
由
化
政
策
の
進
展
で
あ
る
。
一
九
八
二
年
の
「
産
業
政
策
声

明
」
で
は
従
来
公
企
業
が
担
う
べ
き
中
核
部
門
の
業
種
が
、
財
閥
系
大
企

業
と
外
資
系
企
業
に
開
放
さ
れ
た
。
開
放
さ
れ
た
分
野
は
資
本
集
約
的
で

高
度
な
技
術
が
要
求
さ
れ
る
分
野
で
あ
り
、
か
つ
イ
ン
ド
重
化
学
工
業
化

(

日

)

に
と
っ
て
基
礎
的
な
分
野
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
独
立
後
の
イ
ン
ド
政
府
の
外
資
政
策
の
基
本
は
重
工
業
化

の
政
策
の
も
と
に
外
国
資
本
と
技
術
を
積
極
的
に
イ
ン
ド
に
導
入
し
、
か

っ
こ
れ
を
イ
ン
ド
人
支
配
の
下
に
管
理
し
よ
う
と
す
る
も
の
(
イ
ン
ド
人

化
政
策
〉
で
あ
っ
た
。
外
国
人
の
持
ち
株
を
四

O
Mを
限
度
と
し
、
そ
れ

以
上
を
認
め
な
い
こ
と
、
ま
た
技
術
提
携
を
伴
わ
な
い
も
の
は
認
め
な
い

こ
と
の
こ
点
が
そ
の
基
本
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

後
段
、
対
イ
ン
ド
直
接
投
資
の
推
移
に
み
る
よ
う
に
、
「
イ
ン
ド
人

化
」
政
策
の
「
成
果
」
は
一
九
七

0
年
代
に
現
れ
て
い
る
。
だ
が
、
外
資

系
企
業
に
占
め
る
外
国
人
持
ち
株
の
シ
ェ
ア
低
下
が
直
接
に
外
国
資
本
の

対
イ
ン
ド
資
本
支
配
の
後
退
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
に
注
意

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
外
国
資
本
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
技
術
支
配
の
側
面

(

日

)

に
も
注
意
を
向
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

(
げ
)

技
術
提
携
件
数
の
増
加
は
イ
ン
ド
政
府
及
び
イ
ン
ド
資
本
が
自
ら
の
生

産
力
基
盤
を
向
上
さ
せ
ん
が
た
め
に
積
極
的
な
外
資
依
存
の
技
術
導
入
を

イ
ン
ド
に
お
け
る
開
発
政
策
と
外
国
資
本
合
一
〉

求
め
た
結
果
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
は
事
態
の
一
面
で
あ
っ
て
、
そ
れ
と
同

時
に
外
国
資
本
H
先
進
資
本
主
義
諸
国
の
独
占
的
大
企
業
が
技
術
協
定
を

軸
に
イ
ン
ド
資
本
の
支
配
を
維
持
す
る
、
新
し
い
展
開
を
示
す
も
の
だ
と

の
見
方
が
あ
る
。

「
技
術
提
携
に
関
す
る
協
定
(
技
術
協
定
)
は
子
会
社
の
〔
株
式
〕
所

有
に
関
す
る
イ
ン
ド
人
化
の
漸
進
過
程
に
対
応
し
て
、
外
国
親
会
社
か
ら

イ
ン
ド
子
会
社
に
な
さ
れ
た
直
接
投
資
の
う
ち
に
具
体
化
さ
れ
て
い
る
技

術
が
イ
ン
ド
人
の
手
中
に
実
質
的
に
移
転
す
る
可
能
性
を
排
除
し
、
同
時

に
イ
ン
ド
会
社
の
支
配
を
維
持
す
る
た
め
に
外
国
親
会
J

仕
に
よ
っ
て
採
ら

(
叩
岨
〉

れ
た
一
つ
の
防
衛
措
置
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

技
術
提
携
は
一
九
六

0
年
代
前
半
ま
で
の
イ
ン
ド
経
済
の
工
業
化
過
程

に
積
極
的
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
が
、
技
術
提
携
の
成
果
は
、
そ
の

多
く
が
外
国
資
本
の
収
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

技
術
協
定
に
よ
っ
て
在
イ
ン
ド
企
業
に
提
供
さ
れ
る
も
の
は
、
工
場
制

度
や
機
械
設
備
の
設
営
な
ど
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
、
パ
テ
ン
ト
、
さ
ら
に

ハ
叩
)

は
商
標
な
ど
で
あ
る
。
技
術
提
供
を
う
け
る
側
は
そ
の
代
価
を
外
貨
で
支

払
う
か
、
一
部
株
券
の
供
与
と
い
う
形
で
支
払
う
こ
と
に
な
る
が
、
イ
ン

ド
で
は
一
九
五

0
年
代
後
半
の
「
外
貨
事
情
の
悪
化
と
と
も
に
、
次
第
に

(

却

〉

後
者
の
支
払
い
形
態
が
奨
励
さ
れ
」
て
き
た
の
で
あ
る
。
技
術
提
携
件
数

の
趨
勢
を
概
観
し
よ
う
。

第
四
表
に
よ
れ
ば
、
技
術
提
携
件
数
は
イ
ン
ド
経
済
に
お
い
て
重
工
業

へ
の
重
点
投
資
が
な
さ
れ
「
工
業
構
造
の
高
度
化
」

H
「
イ
ン
ド
経
済
の

自
立
的
基
盤
」
の
強
化
が
は
か
ら
れ
た
時
期
、
特
に
一
九
六

0
年
代
の
前

九



立
教
経
済
学
研
究
第
四
一
巻
二
号
(
一
九
八
七
年
)

技術提携件数

九

(出所)V. N. BaJasubramany-
an， op.cit.， p.150 

および北村かよ子『発

展途上国における外国

投資統計一作成状況と

その特徴ー』アジア経

済研究所， 1984年， 87 
ベーシ。

81 

103 

150 

380 

403 

298 

298 

403 

242 

202 

182 

135 

135 

183 

245 

257 

265 

359 

271 

277 

267 

307 

267 

526 

年

半
に
急
増
し
て
い
る
。

だ
が
、
イ
ン
ド
経
済
の
「
失
速
」
の
時
期
に
は
件
数
も
減
っ
て
お
り
、

一
九
七

0
年
代
に
入
っ
て
再
び
活
発
化
し
て
い
る
。

在
イ
ン
ド
企
業
の
技
術
提
携
の
相
手
企
業
を
国
別
に
み
る
と
(
第
五

表
)
、
一
九
六

O
年
で
は
イ
ギ
リ
ス

H
コ
二
・
六
Mm
、
ア
メ
リ
カ

H
二
ハ

・
一
%
西
ド
イ
ツ

H
一
五
・
三
Mm
、
日
本
H
一
0
・
三
Mm
と
な
っ
て
い

る
。
再
び
技
術
提
携
が
活
発
に
な
っ
て
く
る
一
九
七

0
年
代
後
半
に
は
ア

メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
の
地
位
が
入
れ
代
わ
り
、
一
九
八

O
年
に
は
ア
メ
リ

カ
二
三
了
八
Mm
、
イ
ギ
リ
ス

H
二
0
・
九
Mm
、
西
ド
イ
ツ
日
一
九
・

O

Mm
、
日
本
H
六
・
七
%
と
な
っ
て
い
る
。
技
術
提
携
の
相
手
企
業
が
旧
宗

主
国
イ
ギ
リ
ス
国
籍
企
業
に
か
わ
っ
て
ア
メ
リ
カ
国
籍
の
も
の
が
増
加
し

た
こ
と
に
注
目
を
要
す
る
。

さ
ら
に
技
術
提
携
件
数
を
工
業
部
門
別
に
み
る
と
、
一
九
五
七
年
か
ら

七
O
年
ま
で
は
、
各
種
産
業
用
機
械
を
生
産
す
る
部
門
で
四
三
三
件
(
こ

の
期
間
の
全
件
数
の
ご
ニ
勿
)
、
電
気
設
備
及
び
器
具
・
部
品
で
四

O
四

件
(
一
二
銘
〉
、
運
輸
設
備
H
二
六
一
件
(
八
・
一
%
)
、
機
械
工
具
・
部

品
H
-
三
二
件
(
七
・
二
Mm)
、
化
学
・
化
学
製
品
目
四
四

O
件
(
一
一

-一一
Mm)
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
七
六
年
か
ら
七
八
年
ま
で

の
三
年
間
を
み
て
も
各
種
産
業
用
機
械

n
一
一
六
・
二
Mm
、
電
気
設
備
及
び

器
具
・
部
品
H
二
二
・
三
労
、
化
学
化
学
・
製
品
H
一
0
・
七
Mm
な
ど
と

な
っ
て
お
り
、
資
本
財
生
産
部
門
、
中
間
財
生
底
部
門
が
大
き
な
比
重
を

占
め
て
い
る
。

技
術
提
携
件
数
が
一
九
五

0
年
代
後
半
を
境
に
急
増
(
一
九
五
七
年
の

八
一
件
が
六

O
年
に
は
三
八

O
件
と
な
っ
て
い
る
)
し
た
の
は
、
五
八
年

の
国
際
収
支
危
機
を
契
機
と
じ
て
い
る
。
技
術
輸
入
(
外
国
資
本
に
よ
る

対
イ
ン
ド
技
術
輸
出
)
が
外
資
提
携
司
O
吋四日間口の

D
H
S
Z
B江
口
口
と
い
う

形
態
ハ
日
外
資
提
携
は
外
国
資
本
に
よ
る
技
術
輸
出
に
た
い
し
て
そ
の
代

償
と
し
て
技
術
供
与
先
の
イ
ン
ド
企
業
あ
る
い
は
そ
の
技
術
に
基
づ
い
て

設
立
さ
れ
た
合
弁
企
業
に
資
本
参
加
す
る
と
い
う
形
態
)
を
と
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
イ
ン
ド
企
業
・
イ
ン
ド
経
済
は
必
要
と
す
る
技
術
・
設
備
を



〈件数〉

|技術提携件数|ぷリス|長 I);/JI西独資本|日本資本

1957年 81(100.0) 17(21. 0) 6 (7.4) 2 (2.5) 1 (1. 2) 
1960年 380(100.0) 120(31. 6) 61(16.1) 58(15.3) 39(10.3) 
1964年 403(100.0) 105(26.1) 78(19.3) 68(16.9) 35 (8.7) 

1970年 183(100.0) 39(21. 3) 33(18.0) 36(19.7) 15 (8.2) 

1976年 277(100.0) 54(19.5) 69(24.9) 58(20.9) 10 (3.6) 

1980年 526(100.0) 110(20.9) 125(23.8) 100(19.0) 35 (6.7) 
1957~80年 6232(100.0) 1455(23.3) 1221(19.6) 1098(17.6) 537 (8.6) 

技術提携件数〈国別〉第5表

( )内は%。
大杉一雄編，前掲書。および北村かよ子前掲書。

〈注〉

〈出所〉

「
当
面
」
は
外
貨

の
負
担
な
く
し
て

導
入
し
う
る
が
故

に
、
す
な
わ
ち
先

に
も
述
べ
た
よ
う

に
、
「
一
部
株
券

の
供
与
と
い
う
形

で
支
払
う
こ
と
」

で
導
入
し
う
る
が

故
に
、
一
九
五
八

年
の
外
貨
事
情
の

悪
化
を
契
機
に
、

イ
シ
ド
政
府
の
政

策
に
よ
っ
て
奨
励

さ
れ
る
こ
と
に
な

〔

創

)
っ
た
。次

に
、
こ
の
技

術
供
与
を
受
け
る

企
業
に
つ
い
て
み

て
お
こ
う
。
そ
れ

は
「
必
ず
し
も
イ

ン
ド
入
企
業
で
は

な
い
」
。
伊
藤
論

イ
ン
ド
に
お
け
る
開
発
政
策
と
外
国
資
本
会
一
〉

文
は
、
「
技
術
供
与
を
う
け
る
企
業
を
子
会
社
、
外
資
参
加
会
社
、
純
技

術
提
携
会
社
に
わ
け
」
、
技
術
提
携
件
数
に
し
め
る
こ
の
一
二
つ
の
「
類
型
」

そ
れ
ぞ
れ
の
割
合
が
五

0
年
代
と
六

0
年
代
と
で
は
「
大
き
な
ち
が
い
が

あ
る
」
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
「
子
会
社
設
立
に
た
い
す
る
一
定
の
制
限
政

策
の
も
と
で
六

0
年
代
に
は
後
二
者
の
比
重
が
圧
倒
的
と
な
っ
て
き
て
い

(

忽

)

る
」
と
指
摘
す
る
。

ハ
幻
)

こ
の
技
術
提
携
の
「
類
型
」
に
関
し
て
、
西
口
論
文
は
、
外
資
提
携
を

「
外
国
企
業
が
イ
ン
ド
企
業
の
株
式
を
取
得
し
、
経
営
参
加
の
み
を
な
す

ケ
l
ス」

H
「
資
本
提
携
会
社
」
、
「
公
式
の
技
術
協
定
に
も
と
づ
き
、
イ

ン
ド
企
業
と
外
国
企
業
と
の
聞
で
資
本
・
技
術
提
携
を
な
す
ケ

i
ス
」
の

二
つ
が
あ
り
、
後
者
が
「
今
日
で
は
常
態
」
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

な
お
後
者
に
は
さ
ら
に
「
外
国
企
業
が
、
提
携
相
手
側
の
イ
ン
ド
企
業

に
移
転
し
た
技
術
に
も
と
づ
い
て
設
立
さ
れ
る
現
地
法
人
の
企
業
の
株
式

を
取
得
し
て
、
新
企
業
の
経
営
に
参
加
す
る
ケ
l
ス
」
ハ
こ
の
ケ

i
ス
は

さ
ら
に
株
式
取
得
の
シ
ェ
ア
に
よ
っ
て
、
「
外
国
企
業
が
五

O
%以
上
の

株
式
を
取
得
す
る
場
合
」

H
「
外
資
系
子
会
社
」
と
「
五

O
M未
満
の
場

合」

H
「
外
資
少
数
持
株
会
社
」
に
分
類
さ
れ
る
)
と
「
外
国
か
ら
技
術

移
転
の
み
を
求
め
る
ケ
l
ス」

H
「
技
術
提
携
会
社
」
と
に
分
類
さ
れ

る。
一
九
六

0
年
代
前
半
ま
で
の
外
資
提
携
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
外
資
系

子
会
社
二
二
四
社
の
う
ち
九
二
社
が
技
術
協
定
を
有
す
る
の
に
対
し
て
、

外
資
少
数
持
株
会
社
三
六
七
社
の
七
一

%
H
二
五
九
社
が
技
術
協
定
を
有

す
る
こ
と
、
さ
ら
に
「
外
資
系
子
会
社
に
お
け
る
技
術
協
定
に
つ
い
て
、

一
九
三



立
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経
済
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一
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三
九
八
七
年
)

こ
れ
を
子
会
社
の
設
立
時
期
別
に
み
れ
ば
、
独
立
前
の
一
九
四
七
年
ま
で

の
時
期
に
お
い
て
設
立
さ
れ
た
子
会
社
の
約
二
五

Mm
が
、
技
術
協
定
を
有

し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
一
九
五
六

l
六
四
年
の
間
に
設
立
さ
れ

た
子
会
社
で
は
、
そ
の
約
八

O
%が
技
術
協
定
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い

る
」
。
こ
こ
か
ら
西
口
論
文
は
、
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
技
術
協
定
を

資
本
提
携
会
社
や
外
資
系
子
会
社
の
「
イ
ン
ド
人
化
」
に
た
い
す
る
外
国

親
会
社
の
、
技
術
の
実
質
移
転
の
可
能
性
を
排
除
し
在
イ
ン
ド
会
社
の
支

(

幻

)

配
を
維
持
せ
ん
と
す
る
「
防
衛
措
置
」
と
し
て
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
外
資
提
携
、
と
り
わ
け
技
術
協
定
が
イ
ン
ド
の
工
業
化
に

呆
た
す
役
割
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

伊
藤
論
文
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
純
技
術
提
携
会
社
の
工
業
製
品
販
売
高

は
六

O
i六
一
年
の
約
二
九
億
ル
ピ
ー
か
ら
六
四
l
六
五
年
の
六

O
億
ル

ピ
l
に
二
・
一
倍
増
し
、
そ
の
う
ち
機
械
工
業
H
二
・
二
倍
、
金
属
工
業

H
コ
了
一
倍
、
化
学
工
業
H
二
・
一
倍
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
の
三

業
種
の
会
イ
ン
ド
の
生
産
の
伸
び
(
そ
れ
ぞ
れ
同
時
期
に
一
・
八
倍
、
一

二
ハ
倍
、
一
・
五
倍
)
を
上
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
外
国
資
本
と
の
技

術
提
携
企
業
は
イ
ン
ド
工
業
構
成
の
高
度
化
を
い
わ
ば
先
導
し
て
い
る
」

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
純
技
術
提
携
会
社
の
「
総
投
下
資
本
(
総
資
産
か
ら
累
積
赤
字

を
除
い
た
も
の
)
に
た
い
す
る
粗
利
潤
の
率
」
は
、
六
O

|
六
一
年
に
一

一
・
八
Mm、
六
三

i
六
四
年
に

=
7
0
M
m
で
、
イ
ン
ド
の
主
要
株
式
会

社
の
平
均
利
潤
率
を
二
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
上
回
っ
て
お
り
、
外
資
提
携
・
技

門

M
)

術
提
携
が
「
高
利
潤
・
高
蓄
積
」
を
保
証
し
て
い
る
と
。

一
九
四

石
上
悦
朗
氏
は
技
術
提
携
の
主
た
る
分
野
は
資
本
財
関
連
部
円
で
あ

り
、
イ
ン
ド
の
技
術
導
入
を
担
っ
た
の
は
イ
ン
ド
企
業
で
は
な
く
外
資
系

企
業
で
あ
っ
た
こ
と
。
こ
の
技
術
提
携
は
民
間
部
門
の
み
で
は
な
く
、
公

企
業
に
お
い
て
も
そ
の
提
携
件
数
は
一
九
六

0
年
代
に
は
七
O
件
か
ら
一

(

お

)

六
七
件
へ
と
急
増
し
た
こ
と
、
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。
注
目
す
べ
き

は
、
こ
の
過
程
で
外
資
取
扱
の
原
則
「
イ
ン
ド
側
多
数
株
支
配
」
、
す
な

わ
ち
、
イ
ン
ド
人
化
政
策
は
犠
牲
に
さ
れ
、
さ
ら
に
、
一
九
五
六
年
「
産

業
政
策
決
議
」
に
定
め
た
第
一
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
第
二
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
産
業

分
野
を
部
分
的
に
民
間
大
企
業
と
外
国
企
業
に
開
放
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

外
資
の
導
入
が
は
か
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

イ
ン
ド
五
ヵ
年
計
画
の
中
で
大
体
順
調
に
成
果
を
収
め
た
と
さ
れ
て
い

る
第
二
次
・
第
三
次
計
画
は
外
資
提
携
の
増
大
、
外
資
の
流
入
及
び
援
助

依
存
の
強
化
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
で
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ

、「
J

。技
術
提
携
は
イ
ン
ド
の
国
際
収
支
危
機
を
契
機
に
技
術
輸
入
よ
り
も
外

国
企
業
と
の
技
術
提
携
に
よ
り
貿
易
収
支
に
負
担
を
か
け
ず
に
技
術
格
差

を
埋
め
、
工
業
化
を
促
進
す
る
目
的
で
、
積
極
的
に
求
め
ら
れ
て
き
た
。

だ
が
、
外
国
技
術
導
入
が
在
イ
ン
ド
技
術
提
携
企
業
の
高
利
潤
、
高
蓄
積

の
実
現
に
貢
献
し
、
イ
ン
ド
工
業
構
造
の
高
度
化
に
貢
献
し
て
き
た
と
し

て
も
、
他
方
で
は
、
「
新
た
に
原
料
・
部
品
の
輸
入
の
増
進
を
も
た
ら
し

て
、
イ
ン
ド
の
貿
易
収
支
を
悪
化
さ
せ
る
要
因
を
は
ら
ん
で
」
お
り
、
加

え
て
技
術
の
提
供
に
た
い
す
る
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
と
そ
の
他
の
支
払
い
額
が

年
々
増
大
す
る
。
さ
ら
に
、
技
術
提
携
の
条
件
に
は
輸
出
制
限
条
項
が
合



ま
れ
て
お
り
、
こ
の
た
め
在
イ
ン
ド
提
携
企
業
の
輸
出
額
は
絶
対
額
で
伸

び
て
は
い
る
も
の
の
、
「
そ
の
生
産
額
に
占
め
る
割
合
で
は
六

0
年
度
か

ら
六

0
年
代
後
半
に
か
け
て
低
下
傾
向
に
あ
る
」
こ
と
、
ま
た
、
維
持
翰

(

羽

)

入
の
拡
大
・
恒
常
化
が
す
す
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
国
際
収
支
の
圧
迫
要
因
」
と
な
っ
て
い
る
。

ハ
1
〉
本
誌
第
四
O
巻
第
二
号
ハ
一
九
八
六
年
九
月
)
所
収
(
一
O
五

t
一一ニ一

ペ
ー
ジ
〉
の
拙
稿
の
第
二
表
お
よ
び
第
三
表
を
参
照
。

ハ
2
)

伊
藤
正
ニ
「
独
立
後
の
独
占
資
本
の
発
展
と
経
済
的
従
属
、
中
村
平
治

綴
『
イ
ン
ド
現
代
史
の
展
望
』
青
木
書
居
、
一
九
七
二
年
。

(
3
V

大
杉
一
雄
編
『
イ
ン
ド

l
|経
済
と
投
資
環
境

l
l』
〈
「
付
録
班

1
1産

業
・
外
資
政
策
基
本
文
書
」
)
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
六
八
年
、
豆
八
六

t
八
ペ
ー
ジ
。

ハ
4
)

イ
y
ド
国
内
で
の
産
業
開
発
規
制
法
と
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度
の
適
用
に
関
す

る
限
り
、
外
資
系
企
業
へ
の
差
別
待
遇
は
何
ら
な
か
っ
た
。
〉
印
甘
O
W
〈・

U
B
E

E
-
-
2
0唱
司
。
吋
自
ω
O同
日
ロ
お
『
口
白
江
Oロ曲目同ロ
4
2
H
g
oロ円

S
H口品目白
J
h
w
R
E』

'
凶
三
塁
忠
良
・
〈
。
}
・

F
Z。
・
?
?
目
。
包
∞
h
u
H
M
U
-
M
ω
l
s
-

(
5
〉
だ
が
、
七

0
年
代
に
は
非
居
住
イ
ン
ド
人
に
よ
る
支
配
を
伴
わ
な
い
投
資

や
八

0
年
代
初
頭
に
は
ア
ラ
ブ
人
の
投
資
が
、
技
術
提
携
を
伴
わ
な
い
も
の
で

あ
っ
て
も
認
可
さ
れ
て
い
る
(
〉

.uo自
由
。
司
・

2
f
E
Y
M由
I
N
3。

ハ
6
)
5
5
・
な
お
西
口
教
授
は
「
一
九
五
八
年
以
降
」
ア
メ
リ
カ
主
軸
の
『
帝

国
主
義
的
独
占
資
本
の
海
外
進
出
」
が
「
新
た
な
形
態
の
も
と
で
展
開
さ
れ
」
、

五
0
年
代
後
半
以
降
顕
著
に
な
る
イ
ン
ド
の
国
際
収
支
の
危
機
の
進
行
を
契
機

に
「
イ
ン
ド
政
府
の
積
極
的
な
外
資
導
入
政
策
に
誘
導
さ
れ
て
、
高
率
保
護
関

税
を
乗
り
こ
え
怒
濡
の
よ
う
に
イ
ン
ド
内
部
に
押
し
寄
せ
て
き
た
」
と
指
摘
し

イ
ン
ド
に
お
け
る
開
発
政
策
と
外
国
資
本
会
一
)

て
い
る
(
西
口
章
雄
『
発
展
途
上
国
経
済
論
|
|
イ
ン
ド
の
国
民
経
済
形
成
と

国
家
資
本
主
義
|
|
』
、
世
界
思
想
社
、
一
九
八
二
年
、
ご
二
九
ペ
ー
ジ
)
。

(
7
〉

M
R
T
P
法
H
富
。
ロ
ou。ロ
2
2
ι
H
N
O臼
E
2
Z
O
叶円白色
O
H
M
E
R
-
n
g

〉
nH
は
、
主
要
民
間
企
業
(
大
財
閥
〉
を
「
国
家
的
統
制
と
規
制
の
も
と
へ
包

摂
し
て
い
く
方
向
を
明
示
し
た
」
の
で
あ
る
が
、
『
そ
の
政
策
意
図
は
、
現
実

的
に
は
単
な
る
空
手
形
で
し
か
な
か
っ
た
」
と
い
わ
れ
て
い
る
(
西
口
章
雄
、

前
掲
書
、
一
一
一
九

t
一
一
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
〉
。

(

8

)

石
上
悦
朗
「
イ
ン
ド
機
械
工
業
に
お
け
る
技
術
問
題
と
外
資
提
携
政
策

i
l
c
z
c叶
〉
巴
の
一
事
例
研
究
を
中
心
に
し
て
|
|
(
下
)
」
ハ
『
福
岡
大
学
・

商
学
論
叢
」
第
三
O
巻
第
三
・
四
号
、
一
九
八
七
年
三
月
)
四
七
五

t
六
ベ

1

・J

。

(

9

)

同
書
。
お
よ
び
西
日
章
雄
、
前
掲
書
、
一
一
一
八

t
二
二
四
ペ
ー
ジ
。

〈
印
〉
〉
・
ロ
自
由
「

O
H
V
-
E
F
w

司
-
N
叶
・
な
お
、
こ
の
一
九
七
三
年
に
決
め
ら
れ
た

外
国
為
替
規
制
法
三
九
七
四
年
四
月
一
日
施
行
)
の
二
九
条
は
外
国
人
所
有

企
業
に
対
し
て
外
国
人
所
有
株
式
を
四
o
v
dあ
る
い
は
そ
れ
以
下
に
削
減
す
る

よ
う
強
制
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
在
イ
ン
ド
支
庖
の
場
合
は
外
国
人
持
株
四
O

%
以
下
の
イ
ン
ド
会
社
へ
と
改
組
を
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
外
資
系
企
業
の
い

わ
ゆ
る
イ
ン

γ
人
化

E
ι
E
E
S江
。
ロ
の
進
展
で
あ
っ
た
。
「
イ
ン
ド
人
化
」

に
は
主
に
三
つ
の
ケ
l
ス
が
あ
っ
た
。
企
業
資
産
を
売
却
あ
る
い
は
イ
Y
ド
人

企
業
家
に
企
業
全
体
を
売
り
渡
す
こ
と
、
イ
ン
ド
企
業
と
の
合
併
、
そ
し
て
イ

ン
ド
政
府
に
よ
る
接
収
の
三
つ
の
ケ
l
ス
で
あ
る
。
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て

い
る
。こ

の
「
規
定
に
よ
っ
て
外
国
企
業
の
イ
ン
ド
支
底
は
、
特
定
期
間
内
に
外
国

持
株
四
O
%
以
下
の
個
別
の
イ
ン
ド
会
社
(
イ
ン
ド
の
会
社
法
門
一
九
六
豆
年
〕

に
も
と
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
会
社
)
へ
と
そ
の
改
組
を
せ
ま
ら
れ
た
。
外
資
系

一
九
五



立
教
経
済
学
研
究
第
四
一
巻
二
号
(
一
九
八
七
年
)

子
会
社
(
外
国
持
ち
株
五
O
%
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
イ
ン
ド
会
社
)
の
場

合
、
次
の
ケ
l
ス
を
除
い
て
四
O
M
あ
る
い
は
そ
れ
以
下
に
持
株
の
削
減
を
要

請
さ
れ
た
。
そ
の
ケ
1

ス
と
は
、
子
会
社
が
①
一
九
七
三
年
の
産
業
認
可
政
策

で
指
定
さ
れ
た
中
核
部
門
、
②
輸
出
指
向
産
業
(
売
上
高
の
最
低
六
O
M
却
を
輸

出
)
、
③
技
術
集
約
的
産
業
の
い
ず
れ
か
に
従
事
し
て
い
る
(
ま
た
は
①

t
③

の
活
動
に
従
事
し
、
そ
の
売
上
高
が
総
売
上
高
の
七
五
%
以
上
で
あ
る
)
場
合

で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
七
五
%
ま
で
の
外
国
持
株
が
認
め
ら
れ
た
」
(
西

口
章
雄
「
外
資
提
携
と
工
業
技
術
の
開
発
」
、
西
口
章
雄
・
浜
口
恒
夫
編
『
イ

ン
ド
経
済
|
|
発
展
と
開
発
』
世
界
思
想
社
、
一
九
八
六
年
、
一
九
八

1
九
ペ

ー
ジ
)
と
。

(
日
)
H
E
P
-
百
円

Y
M叶

l
∞
・
な
お
、
石
上
氏
は
一
九
六
九

t
七
三
年
に
イ
ン
デ
ィ

ラ
-
ガ
ン
デ
ィ
l
政
権
に
よ
っ
て
「
貧
困
の
追
放
」
、
一
四
商
業
銀
行
の
国
有

化
、
M
R
T
P
法
、
「
新
産
業
認
可
政
策
」
、
F
E
R
A
等
の
政
策
が
相
次
い

で
出
さ
れ
る
「
イ
ン
デ
ィ
ラ
・
ガ
ン
デ
ィ

l
政
権
が
r

ラ
デ
ィ
カ
ル
な
時
期
」

(
印
・
ロ
と
p
m
o
ロ
'
問
。
ロ
ωロ
。
o
g
ロ
O

唱
。
ロ
品
。
E
H
A
w
-
口
同
ロ
ハ
出
ω口
開
。
。
ロ
o
g
山
口

U
0
4
0
E
U
S
0
5
G
R
E
H
F
切
ミ
S
H
E
-
z
。
・
H
同
町
・
2
0ぐ
-
s
g
〉
に
も
、
「
外
資

提
携
の
制
限
緩
和
が
着
実
に
進
行
し
て
い
た
」
と
し
、
「
こ
の
よ
う
な
自
由
化

措
置
に
も
か
か
わ
ら
ず
外
資
提
携
件
数
が
第
三
次
五
カ
年
計
画
期
を
下
回
っ
た

の
は
ヱ
業
生
産
の
停
滞
に
よ
る
も
の
」
と
指
摘
し
て
い
る
(
前
掲
論
文
〉
。
ま

た
西
日
教
授
は
七

0
年
代
初
頭
以
降
の
ガ
ン
デ
ィ

i
政
権
の
「
新
経
済
政
策
」

を
「
生
産
優
先
主
義
的
産
業
政
策
」
と
位
置
付
け
て
い
る
(
前
掲
童
5
。

ハ
ロ
)
西
口
章
雄
「
計
画
的
工
業
化
の
展
開
」
(
西
口
・
浜
口
編
‘
前
掲
書
)
七

o
t七
=
一
ペ
ー
ジ
。

(
刊

U
〉
石
上
悦
開
問
、
前
掲
論
文
、
四
七
七
ペ
ー
ジ
。

ハ
M
〉
西
口
章
雄
、
前
掲
『
発
展
途
上
岡
経
済
論
』
。

一
九
六

ハ
日
)
下
山
瑛
一
て
佐
藤
宏
共
著
『
イ
ン
ド
に
お
け
る
産
業
統
制
と
産
業
許
可
制

度
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
八
六
年
。

〈
日
〉
石
上
氏
も
、
F
S
R
A
が
「
外
資
の
参
加
を
原
則
と
し
て
四
O
%
以
下
に

制
制
限
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
る
株
式
の
分
散
化
は
必
ず
し
も
外
資
、
外
国
企
業
の

支
配
権
の
喪
失
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ラ
イ
セ
ン
ス
協
定
(
契
約
〉
に

よ
る
技
術
導
入
(
技
術
提
携
)
が
外
資
少
数
合
弁
企
業
に
お
け
る
外
資
・
外
国

企
業
の
実
質
的
支
配
を
補
完
す
る
か
ら
」
と
述
べ
て
い
る
(
前
掲
論
文
ハ
上
)

『
福
岡
大
学
・
商
学
論
叢
』
第
三
O
巻
一
号
、
一
一
七

t
八
ペ
ー
ジ
〉
。
ま
た
、

v
・
N
・
プ
ラ
ス
プ
ラ
マ
ヤ
ン
は
、
イ
ン
ド
経
済
で
の
外
国
資
本
・
企
業
の
参

加
方
式
や
そ
の
分
野
別
の
構
成
が
変
化
し
て
き
た
こ
と
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
が
製

造
業
の
技
術
集
約
的
な
分
野
に
む
か
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
〈
〈
-
z
・

切
邑
田

E
t
g
g回
目

E
B
-
同
3

一
除
、
h
g
ミ
ミ
。
h
a
i
『ミ色町
Q

-

4
司
色
合
口
問
。
尽
き
且

Z
目。。】gpH由市山AT甘・HAFU一〉。

(
げ
)
外
資
提
携
可
0
5
日
間
口
n
o
-
-白
t
o
S門戸
O
口
と
は
、
外
国
会
社
に
よ
る
イ
ン

ド
会
社
へ
の
資
本
参
加
ハ
純
粋
資
本
参
加
て
お
よ
び
両
者
の
簡
で
交
わ
さ
れ

た
正
式
の
協
定
に
も
と
づ
く
技
術
提
携
司
2
0
日
間
口
叶
2
F
ロ
山
口
色
。
。
]
E
g
g
-

z
。
ロ
を
さ
す
が
、
後
者
を
技
術
協
定
と
よ
ぷ
。
こ
の
技
術
協
定
は
主
と
し
て

特
許
と
ノ
ウ
ハ
ウ
の
実
施
権
許
諾
契
約
を
さ
す
(
西
口
章
雄
、
前
掲
書
、
一
四

五

t
六
ペ
ー
ジ
〉
。

(
同
)
西
口
章
雄
、
前
掲
書
、
一
四
六

l
七
ペ
ー
ジ
。

(
臼
)
伊
藤
正
一
一
、
前
掲
書
、
「
商
擦
の
使
用
自
体
は
な
ん
ら
の
技
術
の
供
与
で

は
な
い
が
、
有
名
な
商
擦
の
使
用
は
そ
れ
だ
け
で
販
売
量
を
引
き
上
げ
る
の

で
、
か
な
り
広
範
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
」
(
一
三
三
ペ
ー
ジ
)
。
ま
た
、

A
・
デ
サ
イ
は
今
日
の
対
イ
ン
ド
国
際
投
資
の
新
し
い
形
態
を
と
り
あ
げ
た
前

掲
論
文
で
、
イ
ン
ド
で
は
技
術
輸
入
が
規
制
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
時
点
で
、
技



術
を
併
わ
な
い
単
な
る
商
標
の
輸
入
〈
使
用
〉
は
禁
止
さ
れ
た
と
指
摘
。
そ
の

例
外
は
コ
カ
コ

i
ラ
で
あ
っ
た
が
、
コ
カ
コ

l
ラ
を
ポ
ト
リ
ン
グ
し
て
い
る
イ

ン
ド
企
業

P
H
S
ロ
ユ
回
宵
に
対
し
イ
ン
ド
政
府
は
コ
カ
コ

l
ラ
の
在
イ
ン
ド

子
会
社
を
通
じ
て
そ
の
親
会
社
か
ら
輸
入
し
た
原
液
を
使
っ
て
ポ
ト
リ
ン
グ
だ

け
を
す
る
の
で
は
な
く
、
国
内
で
原
液
を
作
る
よ
う
に
と
指
導
し
て
き
た
。
だ

が

H
u
z
g
uユ
ロ
宵
社
は
こ
の
政
府
の
圧
力
を
は
ね
か
え
し
て
多
種
多
様
の
商

品
を
輸
出
し
て
原
液
を
輸
入
す
る
ラ
イ
セ
ン
ス
を
獲
得
し
て
い
た
が
、
そ
の

後、

F
S
R
A
の
も
と
で
子
会
社
の
持
ち
株
を
四
O
M以
下
に
減
ら
す
こ
と
を

拒
否
し
て
コ
カ
コ
l
ラ
社
は
一
九
七
七
年
に
イ
y
ド
を
撤
退
す
る
こ
と
に
な
っ

た
と
述
べ
て
い
る
(
ロ
2
巴・。同
r
n
X
J
E
Y
N
ω
1
6。

ハm
叫
〉
伊
藤
正
一
寸
前
掲
書
。
一
九
五

0
年
代
後
半
の
輸
入
規
制
に
伴
い
従
来
の

対
イ
ン
ド
輸
出
市
場
を
確
保
す
る
た
め
に
外
国
企
業
が
イ
ン
ド
に
現
地
企
業
を

設
立
す
る
に
い
た
っ
た
こ
と
は
先
に
触
れ
た
が
、
同
様
に
、
イ
ン
ド
の
輸
入
業

者
も
輸
入
規
制
H
輸
入
代
替
エ
業
化
政
策
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
た
。
す
な
わ

ち
、
デ
サ
イ
論
文
の
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
製
品
輸
入
の
規
制
を
受
け
輸

入
業
者
の
多
く
が
に
わ
か
づ
く
り
の
製
造
業
者
と
な
っ
た
。
彼
ら
は
技
術
的
に

も
未
熟
で
あ
っ
て
、
技
術
と
そ
れ
を
扱
う
ノ
ウ
ハ
ウ
を
外
国
(
企
業
)
か
ら
の

供
給
に
求
め
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
資
金
に
も
之
し
く
、
し
た
が
っ
て
そ
の
対

価
の
一
部
を
株
式
で
支
払
う
こ
と
と
な
っ
た
。
外
国
の
企
業
か
ら
す
れ
ば
現
物

形
態
で
の
投
資

E
2
a
B
0
5
2
窓
口
品
で
あ
る
。
デ
サ
イ
論
文
は
「
こ
の

タ
イ
プ
の
投
資
が
対
子
会
社
投
資
よ
り
も
大
き
か
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る

(
U
O
ω
白

r
o
u・。
-
F
・

H
U

・M
M
一)。

ハ
幻
)
西
口
論
文
は
「
イ
ン
ド
政
府
は
、
国
際
収
支
悪
化

n外
貨
危
機
の
も
と
で

生
産
の
拡
大
を
猪
保
す
る
た
め
に
、
外
国
資
本
の
導
入
を
促
し
、
こ
れ
と
関
連

し
て
内
外
民
間
資
本
の
資
本
・
技
術
提
携
の
発
展
に
道
を
開
く
と
と
も
に
」
、

イ
ン
ド
に
お
け
る
開
発
政
策
と
外
国
資
本
会
一
〉

政
府
お
よ
び
国
営
企
業
が
専
ら
に
生
産
を
担
当
す
る
と
さ
れ
た
分
野
を
内
外
の

民
間
資
本
に
開
放
し
は
じ
め
た
と
指
摘
す
る
(
前
掲
『
発
展
途
上
国
経
済
論
』

一
七
七
ペ
ー
ジ
)
。

ハ
辺
〉
伊
藤
正
二
、
前
掲
書
、
一
三
三

t
四
ペ
ー
ジ
。

〈
幻
〉
西
口
章
雄
「
外
資
提
携
と
工
業
技
術
の
開
発
」
(
西
口
・
浜
口
一
編
、
前
掲

書
》
一
八
六

t
九
ペ
ー
ジ
。

(
倒
的
)
伊
藤
正
一
一
、
前
掲
書
、
一
三
四
ペ
ー
ジ
。

〈
お
)
石
上
悦
朗
、
前
掲
論
文
門
下
〉
、
四
七
一
ペ
ー
ジ
。
こ
こ
で
は
、
「
主
と
し

て
第
二
次
、
第
三
次
五
カ
年
計
画
期
お
よ
び
年
次
計
画
期
に
お
け
る
外
資
提
携

の
様
態
に
つ
い
て
」
次
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。
「
企
業
カ
テ
ゴ
リ
ー
別

に
み
た
外
資
提
携
協
定
件
数
は
、
外
資
少
数
合
弁
企
業
が
全
体
の
四
割
強
を
し

め
、
こ
れ
に
外
資
子
会
社
の
分
を
加
え
る
と
五
六

t
六
O
M
に
達
す
る
。
つ
ま

り
、
技
術
導
入
を
担
っ
た
の
は
イ
ン
ド
企
業
で
は
な
く
外
資
系
企
業
で
あ
っ

た
」
と
。
そ
し
て
、
「
こ
れ
は
技
術
の
自
助
を
達
成
す
る
と
い
う
イ
ン
ド
の
基

本
的
立
場
と
相
容
れ
な
い
は
ず
で
あ
っ
た
」
と
。

(
お
〉
伊
藤
正
二
、
前
掲
書
、
一
一
一
一
一
一
一

t
五
ペ
ー
ジ
。

同
対
イ
ン
ド
直
接
投
資
に
つ
い
て

一
九
七
三
年
の
い
わ
ゆ
る
第
一
次
石
油
危
機
以
降
、
先
進
資
本
主
義
諸

国
の
対
外
直
接
投
資
の
年
平
均
成
長
率
は
低
下
し
た
(
先
進
二
ニ
ヵ
国
の

一
九
六

O
年

t
七
三
年
の
年
平
均
成
長
率
は
二
了
六
%
、
七
四
年
J
七

九
年
は
一
一
・
九
銘
)
が
、
発
展
途
上
国
向
け
の
寵
按
投
資
は
非
常
な
勢

い
で
伸
長
し
て
い
る
。

D
A
C諸
国
の
一
九
七
三
年
か
ら
七
八
年
ま
で
の

対
発
展
途
上
国
直
接
投
資
の
年
平
均
成
長
率
は
一
九
・
四

Mm
で
あ
り
、
そ

れ
以
前
の
六

O
年

l
六
八
年
の
七
・

o
m、
六
八
年

l
七
三
年
の
九
・
ニ

一
九
七



立
教
経
済
学
研
究
第
四
一
巻
二
号
ご
九
八
七
年
〉

(
1〉

%
と
比
べ
て
、
そ
の
急
速
な
伸
長
が
見
て
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

に
、
第
一
次
石
油
危
機
以
降
、
七

0
年
代
の

D
A
C諸
国
の
対
途
上
国
産

接
投
資
は
大
き
く
伸
び
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
直
接
投
資
の
受
け

入
れ
国
に
占
め
る
イ
ン
ド
の
位
置
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

O

E
C
D
の
資
料
に
よ
る
と
、
イ
ン
ド
の

D
A
C諸
国
か
ら
の
直
接
投
資
受

け
入
れ
額
は
一
九
七
八
年
末
で
二
五
億
ド
ル
で
あ
り
途
上
国
受
け
入
れ
総

額
の
ニ
・
八
M
m

を
占
め
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
(
一
五
・
一
山
色
や
メ
キ
シ

コ
(
六
・
七
%
)
に
及
ば
な
い
も
の
の
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ハ
ニ
・
一
%
)
、

台
湾
つ
了
一
%
)
、
韓
国
(
一
・
七
M
m
)

等
い
わ
ゆ
る
ア
ジ
ア

N
I
C

〈

2
〉

S
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
国
連
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
途
上
国
全
体
の
直
接
投
資
受
け
入

れ
額
に
占
め
る
イ
ン
ド
の
割
合
は
、
一
九
六
七
年
日
間
・
O
%
(
一
三
億

ド
ル
マ
七
一
年
H
三
・
七
Mm(
二
ハ
億
ド
ル
)
、
七
五
年
目
三
・
豆
町
m(
二

ハ
3
)

四
億
ド
ル
)
と
低
下
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
対
イ
シ
ド
直
接
投
資
の

産
業
部
門
別
構
成
は
、
一
九
七
四
年
の
投
資
残
高
一
六
億
八
二
八
O
万
ド

ル
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
採
取
産
業
H
四
・
二

Mm
、
製
造
業
H
九
二
・
o
w
m、

サ
i
ぜ
ス
業
H
三
・
七
%
で
あ
っ
た
。
製
造
業
直
接
投
資
の
比
重
が
圧
倒

(
4
U
 

的
に
大
き
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。

戦
後
の
対
イ
ン
ド
投
資
は
、
後
に
も
み
る
よ
う
に
、
植
民
地
時
代
か
ら

の
、
旧
宗
主
国
イ
ギ
リ
ス
の
資
本
に
並
ん
で
、
ア
メ
リ
カ
資
本
、
西
ド
イ

ツ
資
本
、
ス
イ
ス
資
本
等
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の
ア
メ

リ
カ
の
対
イ
ン
ド
直
接
投
資
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
九
八
一
年
末
の
全
世

界
に
対
す
る
投
資
残
高
は
二
二
七
三
億
四
二
O
O
万
ド
ル
で
あ
り
、
そ
の

一
九
八

(単位:億ルビー〉

附年¥1969年if.11970年|四昨¥1972年¥1973年 11974年¥1975年11976年ド977年

71. 01 73.77 73.54 76.73 81. 64 86.70 91. 69 97.33 95.71 92.02 
(45.8) (45.6) (44.8) (45.7) (46.5) (46.3) (46.4) (46.1) (41. 2) (39.6) 

26.72 26.53 〉 22.28 21. 88 23.10 22.47 24.17 22.66 18.10 14.84〉1 
(17.2) (16.4 (13.6) (13.0) (13.2) (12.0) (12.2) (10.7) ( 7.8) ( 6. 

44.29 47.24 51. 26 54.85 58.54 64.233 〉 67.52 74.67 77. 61 77.21 
(28.5) (29.2) (31. 2) (32.7) (33.3) (34. (34.1) (35.4) (33.4) (33.2) 

84.20 88.16 90.55 91. 23 93.93 100.43 106.11 113.60 136.86 140.57 
(54.3) (54.4) (55.2) (54.3) (53.5) (53.7) (53.6) (53.8) (58.8) (60.4) 

1-叫叫吋吋州 1MO|州吋 232.59(100.0)1(100.0)1(100.0)1(100.0)1(100.0)1(100. 0)1(100. 0)1(100. 0)1(100. 0)1 (100.0) 

資本投資(1 ) 



二
四
・
七
w
m
が
途
上
国
向
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
途
上
国
向
け
投
資
の

三
四
・
四
第
三
九
三
億
一
七
O
O
万
ド
ル
〉
が
製
造
業
直
接
投
資
で
あ

る
。
こ
の
製
造
業
直
接
投
資
に
占
め
る
イ
シ
ド
の
位
置
は
一
九
八
O
年
で

ご
・
六
%
)
二
億
九
一
O
O
万
ド
ル
、
八
一
年
で
一
・
七
%
(
三
億
二

二
O
O
万
ド
ル
〉
で
あ
る
。
台
湾
は
そ
れ
ぞ
れ
一
・
八
%
、
一
・
七
M
m
、

韓
国
は
一
・
O
M
m
、

0
・
八
%
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
対
発
展
途
上
国

向
け
製
造
業
直
接
投
資
は
ラ
テ
シ
ア
メ
リ
カ
に
集
中
し
て
い
る
も
の
の
、

そ
の
比
重
は
低
下
し
、
最
近
で
は
ア
ジ
ア
地
域
が
着
実
に
比
重
を
高
め
て

い
る
(
一
九
七
一
年
に
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

H
八
三
了
四
M
m
、
ア
ジ
ア

H
一

=
了
O
%
、
八
一
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
八
一
・
六
%
、
一
主
・
一
目
色
。

こ
の
よ
う
に
イ
ン
ド
は
ア
メ
リ
カ
資
本
の
ア
ジ
ア
地
域
で
の
主
要
な
投

資
対
象
国
の
一
つ
で
あ
る
。
だ
が
ア
メ
リ
カ
の
対
イ
ン
ド
製
造
業
直
接
投

資
に
つ
い
て
一
九
六
六
年
か
ら
七
七
年
ま
で
の
推
移
を
み
れ
ば
、
そ
の
成

長
率
は
七
・
三
M
m
で
あ
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

H
三
九
・
四
M
m
、
香
港
日
二

六
・
二
M
m
、
台
湾
H
二
六
・
五
%
、
マ
レ
ー
シ
ア
二
五
・
三
%
な
ど
の
諸

国
と
比
較
す
る
と
、
い
わ
ゆ
る
ア
ジ
ア

N
I
C
S
や
準
N
I
C
S
等
に
比

べ
て
、
そ
の
伸
び
は
ゆ
る
や
か
な
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

H

(
5〉

八
・
六
M
m
に
近
い
「
低
成
長
」
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。
し
か
し
発
展
途

上
諸
国
か
ら
の
製
造
業
工
業
品
の
輸
出
増
大
が
注
目
さ
れ
た
一
九
七

0
年

代
に
お
い
て
、
イ
ン
ド
も
ま
た
発
展
途
上
諸
国
の
な
か
で
主
要
な
工
業
製

(
6
)
 

品
輸
出
国
の
一
つ
に
名
を
連
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
独
立
後
イ
ン
ド
に
お
け
る
直
接
投
資
導
入
の
推
移
を
見
て
お
こ

う
。
イ
ン
ド
は

D
A
C
諸
国
の
主
要
な
資
本
輸
出
対
象
国
の
一
つ
で
あ
る

イ
ン
ド
に
お
け
る
開
発
政
策
と
外
国
資
本
合
一
)

対インド外国

119勾宅19吋 1田5~11叩年|珊時|瑚時~畔|す7@1~67司お
直接投資 38.651 52.841 56.551 61. 191 62.821 65.291 69. 

一一 (87.4)1(79.2)1 (63.3)1 (61.1)1 (58.8)1 (53.1)1 (47. 

支庖
24.31 27.15 25.97 26.28 24.47 24.45 28.000 〉
(55.0) (40.7) (29.1) (26.2) (22.9) (19.9) (19. 

FCRC 14.34 25.69 30.58 34.91 38.35 40.84 41.200 〉
(32.4) (38.5) (34.2) (34.8) (35.9) (33.2) (28. 

間接投資
5.59 13.85 32.85 39.04 44.01 57.73 77.97 

(12.6) (20.8) (36.7) (39.0) (41. 2) (47.0) (53.0) 

合 計 |い同凶一お町28.76問7河6い51吋吋 剖吋吋叶;g制~I川|ド円同川叩m叫吋O∞吋吋叶0咋マ3お?(100.0)1(100.0)1(100.0)1(100.0)1(100.0)1(100.0)1(100.0) 

第 6表

i ( )内は構成比(必) ii③，⑥はJレピ一切下げによる。

Reserve Bank of India， Reserve Bank of lndia Bulletin. 
〈注〉

(出所〉

一
九
九



立
教
経
済
学
研
究
第
四
一
巻
二
号
(
一
九
八
七
年
)

が
、
先
に
も
少
し
触
れ
た
よ
う
に
、
一
九
七

0
年
代
に
お
け
る
対
イ
ン
ド

投
資
の
展
開
は
先
進
資
本
主
義
諸
国
か
ら
の
発
展
途
上
国
(
と
く
に
ア
ジ

ア
地
域
の
)
向
け
直
接
投
資
の
伸
長
と
い
う
傾
向
と
は
異
な
る
様
相
を
示

し
て
い
た
。
ま
ず
、
対
イ
ン
ド
民
間
投
資
の
趨
勢
を
概
観
し
よ
う
。

一
九
五
五
年
の
対
イ
ン
ド
投
資
の
総
額
は
四
四
億
二
四

O
Q万
ル
ピ
ー

で
あ
り
、
そ
の
八
七
・
四
Mm
が
直
接
投
資
で
あ
っ
た
(
但
し
全
産
業
分
野

に
つ
い
て
)
。
ま
た
一
九
六
七
年
の
対
イ
ン
ド
投
資
の
総
額
は
一
二
三
億

ル
ピ

i
、
そ
の
五
三
・
一
%
が
直
接
投
資
で
あ
っ
た
。
こ
の
一

O
年
余
の

間
に
対
イ
ン
ド
投
資
の
総
額
は
約
三
倍
の
伸
び
を
示
し
た
の
で
あ
る
が
、

直
接
投
資
の
比
重
が
低
下
し
、
間
接
投
資
が
額
で
一

O
倍
、
構
成
比
で
四

倍
と
伸
び
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
一
九
七

0
年
代
に
入
っ
て
も
変
わ
っ
て

は
い
な
い
。
一
九
六
八
年
の
投
資
総
額
は
一
五
五
億
ル
ピ

l
で
、
直
接
投

資
H
四
五
・
八
Mm
、
間
接
投
資
日
五
四
・
二
銘
と
、
直
接
投
資
と
間
接
投

資
の
構
成
比
は
逆
転
し
て
い
る
。
一
九
七
七
年
に
は
総
額
で
二
三
三
億
ル

ピ
l
、
直
接
投
資
と
間
接
投
資
の
構
成
比
は
そ
れ
ぞ
れ
、
一
ニ
九
・
六
Mm
、

六
0
・
四
Mm
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
対
イ
ン
ド
民
間
投
資
の
二

0
年
間
の
推
移
は
直
接
投
資
の

構
成
比
の
低
下
と
い
う
特
徴
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
(
第
六
表
)
。

こ
れ
は
、
間
接
投
資
そ
の
も
の
が
増
え
て
い
る
と
い
う
状
況
が
あ
る
こ

と
に
加
え
、
さ
き
に
も
み
た
よ
う
に
、
直
接
投
資
の
伸
び
が
と
り
わ
け
一

九
七

0
年
代
に
入
っ
て
鈍
化
し
て
い
る
こ
と
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
直
接

投
資
が
七

0
年
代
に
停
滞
的
と
な
っ
て
き
た
背
景
を
次
に
み
て
お
こ
う
。

直
接
投
資
が
七

0
年
代
に
停
滞
的
で
あ
る
の
は
、
ま
ず
第
一
に
「
外
国

二
O
O

企
業
の
在
イ
ン
ド
支
底
」
の
投
資
残
高
の
減
少
、
第
二
に
は
「
外
国
資
本

の
支
配
下
に
あ
る
ル
ピ

i
会
社
」

F
C
R
C
の
投
資
残
高
が
一
九
七
七
年

に
減
少
し
て
い
る
こ
と
、
特
に
「
子
会
社
」
残
高
の
減
少
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。イ

ン
ド
準
備
銀
行
問

g
R話
回
目
出
品
。
同
旨
色
白
(
何
回
)
の
報
告
書
で

は
、
外
国
資
本
の
イ
ン
ド
へ
の
流
出
入
を
「
イ
ン
ド
の
対
外
国
際
投
資
ポ

ジ
シ
ョ
ン
」
と
し
て
、
公
的
部
門

O
E
n
u
-
r
n
H
R
と
非
公
的
部
門

(

7

)

 

zoロ
i
O白
山
江
田

-ω
由
n
g吋
と
に
分
類
し
て
表
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
非

公
的
部
門
の
長
期
対
外
債
務
残
高
を
も
っ
て
対
イ
ン
ド
資
本
輸
出
残
高
と

捉
え
る
こ
と
に
す
る
が
、
こ
こ
に
は
イ
ン
ド
民
間
企
業
に
対
す
る
投
資
だ

け
で
は
な
く
公
企
業
(
国
営
部
門
)
に
対
す
る
投
資
も
含
ま
れ
て
い
る
。

報
告
書
は
非
公
的
部
門
を
「
i
国
首
企
業
を
含
む
工
業
部
門
と
商
業
部
門

の
企
業
、
口
口
商
業
銀
行
、
及
び
…
山
保
険
会
社
」
と
分
類
し
、
公
的
部
門
を

「
イ
ン
ド
政
府
と
イ
ン
ド
準
備
銀
行
」
に
分
類
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
非

公
的
部
門
へ
の
直
接
投
資
に
つ
い
て
は
「
外
国
企
業
の
在
イ
ン
ド
支
唐

回
目
ロ
岳
へ
の
外
国
親
会
社
か
ら
の
投
資
」
と
「
外
資
支
配
ル
ピ

I
会
社

F
C
R
C
へ
の
投
資
」
と
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

F
C
R
C
は
さ
ら

に
外
国
資
本
の
一

O
O
M支
配
あ
る
い
は
多
数
支
配
の
下
に
あ
る
「
子
会

社
ωロ
Z
5目立
g
」
と
「
そ
の
他

O
S
R由
」
に
分
け
ら
れ
、
後
者
の
そ
の

他
に
は
外
国
人
所
有
株
式
の
二
五
Mm
を
超
え
る
会
社
が
合
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
第
七
表
で
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
一
九
七
五
年
以
降
、

F

C
R
C
の
投
資
残
高
が
停
滞
的
で
し
か
も
「
子
会
社
」
の
構
成
比
が
低
下

し
、
「
そ
の
他
」
の
投
資
残
高
、
構
成
比
が
と
も
に
上
昇
し
て
い
る
こ
と



第7表

直接投資残高
816.4 867.0 916.9 973.3 957.1 920.2 

(100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) 

在インド外国企業・支底
231. 0 224.7 241. 7 226.6 181. 0 148.1 
(28.3) (26.0) (26.4) (23.3) (19.0) (16.1) 

FCRC 585.4 642.3 675.2 746.7 776.1 772.1 
(71. 7) (74.0) (73.6) (76.8) (81. 0) (83.9) 

子会社
408.3 449.0 469.2 517.2 517.2 485.1 
(50.0) (51. 8) (51.1) (53.1) (54.0) (52.7) 

その他
177.1 193.3 206.0 229.2 258.4 287.1 
(21. 7) (22.3) (22.5) (23.5) (27.0) (31. 2) 

対インド外国資本投資 (2)

〈単位:1000万ルピー〉

ド9畔¥1973年同時 l~戸5年 1 197住い977年
イ
ン
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に
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国
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c )内は直接投資残高の構成比
Reserve Bank of India， Reserve Bank of lndia Bulletin， 

December 1984， P. 868 

司
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〈注〉

〈出所〉

が
わ
か
ろ
う
。
一
九
七
二
年
の
「
支
底
」
「
子
会
社
」
「
そ
の
他
」
の
構

成
比
は
二
八
・
三
Mm
、
五

0
・
O
M、
一
二
・
七
%
で
あ
っ
た
。
「
文
庖
」

と
F
C
R
C
の
構
成
比
は
二
八
二
二
%
、
七
一
・
七
%
で
あ
る
。
な
お
、

N
-
K
・
チ
ャ
ン
ド
ラ

Z
・関・の町田ロ仏

E
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
五
年
の
直

接
投
資
残
高
の
「
支
庖
」
の
構
成
比
は
六
二
・
九
%
で
あ
り
、
六
一
年
に

(

8

)

 

は
そ
れ
は
五
一
・
四
Mm
と
低
下
し
て
い
る
。
さ
て
、
一
九
七
七
年
に
は
こ

の
「
支
庖
」
「
子
会
社
」
「
そ
の
他
」
の
構
成
比
は
、
一
六
・
一

Mm、
五

二
・
七
Mm、
コ
二
・
二
%
へ
と
変
化
し
て
い
る
。
「
支
庖
」
の
構
成
比
が

低
下
し
、
「
そ
の
他
」
の
構
成
比
が
上
昇
し
、
投
資
残
高
も
増
加
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

こ
の
直
接
投
資
の
構
成
比
の
変
化
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
フ
ロ

l
で
み
て

お
こ
う
(
第
八
表
〉
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
九
七
四
年
以
降
、
「
支
底
」
か

ら
の
資
本
引
き
上
げ
が
続
い
て
い
る
こ
と
、
同
時
に

F
C
R
C
か
ら
の
資

本
引
き
上
げ
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
特
に
一
九
七
六
年
か
ら
七
七

年
に
こ
の
両
者
か
ら
の
資
本
引
き
上
げ
が
大
き
く
、

F
C
R
C
へ
の
新
規

の
流
入
で
は
カ
ヴ
ァ

l
し
き
れ
ず
「
純
流
入
」
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
み
て
と
れ
よ
う
。
さ
ら
に
、
流
入
で
は
再
投
資
部
分
が
大
き

く
、
九
割
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
九
表
は
「
支
底
」
の
産
業
部
門
別
お
よ
び
国
別
の
構
成
比
の
変
化
を

示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
在
イ
ン
ド
の
外
国
企
業
の
支
底
を
全
て
カ
ヴ

ァ
ー
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
一
つ
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
お
も
わ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
八
一
年
ま
で
の
決
算
報
告
書
に
基
づ
い
て
ま
と
め

ら
れ
た
こ
の
デ

l
タ
に
よ
る
と
一
九
七
五
年
度
お
よ
び
七
六
年
度
に
「
文

ニ
O



立
教
経
済
学
研
究
第
四
一
巻
二
号
ハ
一
九
八
七
年
〉

1972ー73 -6.4 3.4(0.9) 32.1 35.5 29.1 0.7 28.4 

1973-74 17.0 2.2(0.2) 37.9 40.1 57.1 8.4 48.7 

1974-75 -15.0 2.9(0.6) 92.6 95.5 80.5 10.6 69.9 

1975-76 -45.6 3.7(1. 9) 44.3 48.0 2.4 10.5 - 8.1 

1976-77 -32.9 5.0 37.1 42.1 9.2 36.0 -26.8 

(7) 

流入

FCRC 

(2) 

第 8表

( )内の数字は.non-cash部分を示す。
Reserve Bank of India， op. cit.， p.870 

〈注〉

〈出所〉

ニ
O
二

第 9表

1貯 5-7吋← 1977-78年1978-79年1979-80年
及び 及び 及び 及び 及ぴ

1976-77年1977-78年1978ー79年1979-80年1980-81年

ティー・プラン 65 45 3 3 1 
テーション

製 i宣 業 14 10 6 4 3 

貿 易 23 16 6 2 1 

そ 1]) 他 21 17 11 6 3 

イ ギ ス 97 68 16 9 3 

ア メ カ 17 13 9 6 4 

そ 1]) 他 9 7 1 

外国企業在インド支庖の部門別，国別構成の推移

(支唐数〉

8 15 l123 I 88 I 26 
Reserve Bank of India. Bulletin， August 1984， p.352 

計合

〈出所〉



底
」
数
は
一
二
三
社
で
あ
り
、
国
別
構
成
で
は
旧
宗
主
国
イ
ギ
リ
ス
が
八

割
近
く
を
占
め
て
い
る
こ
と
、
ま
た
部
門
別
構
成
比
で
も
後
段
に
み
る
F

C
R
C
の
場
合
と
は
異
な
り
、
テ
ィ

i
・
プ
ラ
ン
テ

l
シ
ョ
ン
と
貿
易
部

門
の
比
重
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
ま
ず
み
で
と
れ
よ
う
。
さ
ら
に
そ

の
後
、
一
九
八

O
年
ま
で
の
変
化
は
急
激
で
あ
る
。
七
九
年
度
お
よ
び
八

0
年
度
に
は
「
支
底
」
数
は
八
社
に
、
七
五
年
度
に
九
七
社
で
あ
っ
た
イ

ギ
リ
ス
の
「
支
底
」
は
わ
ず
か
に
三
社
に
、
ア
メ
リ
カ
の
「
支
底
」
は
一

七
社
か
ら
四
社
に
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
部
門
別
構
成
で
は
、
テ
ィ

l
・

プ
ラ
ン
テ

l
シ
ョ
ン
、
貿
易
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に
一
社
づ
っ
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
が
先
に
み
た
よ
う
な
直
接
投
資
の
構
成
比
が
、
特
に
、

一
九
七

0
年
代
後
半
以
降
に
低
下
し
て
く
る
大
き
な
要
因
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
。
な
お
、
「
支
庖
」
数
、
「
子
会
社
」
数
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な

指
摘
が
あ
る
。

「
イ
ン
ド
に
お
け
る
外
国
支
底
数
は
、
一
九
七
三

l
四
年
度
の
五
四

O

社
か
ら
一
九
八
一

l
二
年
度
の
一
二
一
一
社
へ
と
減
少
し
た
。
こ
の
期
間
に

閉
鎖
さ
れ
た
支
庖
数
は
三

O
八
社
に
の
ぼ
り
、
新
設
の
七
九
社
の
大
半
は

連
絡
事
務
所
(
ピ
回
目
的

8
0呂
口
叩
)
で
あ
る
。
子
会
社
は
同
期
間
に
一
八

(
9
)
 

八
社
か
ら

-o
一
社
に
減
少
し
た
」
と
。

こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
一
九
七
四
年
の
外
国
為
替
規
制
法
F
E
R
A
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

次
に
対
イ
ン
ド
直
接
投
資
残
高
の
産
業
部
門
別
構
成
を
み
て
お
こ
う

(
第
一

O
表
)
。
一
九
四
八
年
の
投
資
残
高
は
二
五
億
六
九
O
O万
ル
ピ
ー

で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
一
一
八
・
八
%
が
サ
ー
ビ
ス
業
に
、
二
七
・
六
Mm

イ
ン
ド
に
お
け
る
開
発
政
策
と
外
国
資
本
合
一
)

が
製
造
業
に
、
そ
し
て
二

0
・
四
銘
が
プ
ラ
ン
テ

l
シ
ョ
ン
経
営
に
投
下

さ
れ
て
い
た
。
独
立
期
に
は
製
造
業
へ
の
直
接
投
資
残
高
が
プ
ラ
ン
テ
!

シ
ョ
ン
経
営
へ
の
そ
れ
を
上
回
る
比
重
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
部

門
別
構
成
は
独
立
後
の
重
工
業
優
先
の
輸
入
代
替
工
業
化
の
進
展
と
と
も

に
大
き
く
変
化
し
て
い
く
。

一
九
六
一
年
か
ら
六
九
年
に
か
け
て
、
製
造
業
へ
の
直
接
投
資
残
高
は

増
大
す
る
が
、
こ
れ
と
並
ん
で
石
油
部
門
の
残
高
も
急
増
す
る
。
一
九
六

九
年
の
残
高
構
成
は
製
造
業
H
五
二
了
一
労
、
石
油
部
門
H
一
七
・
八

Mm
、
プ
ラ
ン
テ

l
シ
ョ
ン
経
営
H

一
六
・
六
Mm
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
日
一
一

・
九
Mm
と
な
っ
た
。
鉱
業
と
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
投
資
残
高
が
減
少
し
て
い

る
。
製
造
業
直
接
投
資
は
一
九
六

0
年
代
の
イ
ン
ド
の
工
業
化
過
程
に
吸

着
し
て
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
製
造
業
へ
の
直
接
投
資

残
高
の
拡
大
傾
向
は
七

0
年
代
に
入
っ
て
も
続
い
て
い
る
。
す
で
に
み
た

よ
う
に
対
イ
ン
ド
投
資
の
直
接
投
資
比
率
が
低
下
の
傾
向
に
あ
っ
た
の
で

あ
る
が
、
製
造
業
へ
の
直
接
投
資
は
な
お
拡
大
傾
向
に
あ
る
。
七
七
年
に

は
そ
の
構
成
比
は
九
一
・
四
Mm
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
七

0
年
代
の
対
イ
ン
ド
直
接
投
資
の
特
徴
は
、
六

0
年
代
に
引
き

続
い
て
投
資
残
高
を
減
ら
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
加
え
て
、
プ
ラ
ン

テ
i
シ
ョ
ン
部
門
、
石
油
部
門
で
も
投
資
残
高
の
減
少
が
み
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
プ
ラ
ン
テ

l
シ
ョ
ン
部
門
は
一
九
七

0
年
代
を
通
じ
て
投
資
残

高
の
減
少
が
目
立
ち
、
一
九
七
一
年
に
一
五
・
一
労
で
あ
っ
た
構
成
比
は

七
七
年
に
は
九
・
二

Mm
と
減
っ
て
い
る
。
石
油
部
門
で
は
一
九
七
六
年
に

大
幅
な
投
資
残
高
の
減
少
が
み
ら
れ
る
。
か
く
し
て
、
一
九
七
七
年
の
構

二
O
三



立
教
経
済
学
研
究
第
四
一
巻
二
号
(
一
九
八
七
年
)

(100万ノレピー〉

1975年 1976年 1977年

1043 (10.7) 1120 (11. 7) 748 ( 9.2) 

55 ( 0.6) 67 ( 0.7) 77 ( 1. 0) 

1466 (15.1) 827 ( 8.6) 57 ( 0.7) 

6856 (70.4) 7281 (76.0) 7420 (91. 4) 

313 ( 3.2) 276 ( 2.9) 450 ( 5.5) 

9733(100.0) 9571(100.0)8122(100.0) 

1974年

1072 (11. 7) 

64 (0.7) 

1379 (15.0) 

6256 (68.2) 

398 ( 4.3) 

9169(100.0) 

投資残高，構成比

1972年

1205 (14.8) 

67 ( 0.8) 

1226 (15.1) 

5235 (64.3) 

412 ( 5.1) 

8145(100.0) 

1971年

1199 (15.6) 

63 ( 0.8) 

1158 (15.1) 

4857 (63.3) 

396 ( 5.2) 

7673(100.0) 

成
比
は
製
造
業
H
九
一
・
四

M
m
、
鉱
業
H
一
・
O
M
、
石
油

部
門

H
0
・
七
M
m
、
プ
ラ
ン
テ

l
シ
ョ
ン
経
営
H
九
・
三
%
、

サ
ー
ビ
ス
部
門
日
五
・
五
%
と

な
っ
た
。

直
接
投
資
は
対
イ
シ
ド
投
資

全
体
の
中
で
は
そ
の
構
成
比
が

低
下
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
に
直
接
投
資
そ
の
も

の
を
と
っ
て
み
れ
ば
、
製
造
業

直
接
投
資
が
大
き
な
比
重
を
占

め
、
一
九
七

0
年
代
も
拡
大
の

傾
向
に
あ
る
。
そ
の
製
造
業
で

の
直
接
投
資
残
高
の
業
種
別
構

成
は
次
の
よ
う
に
変
化
し
て
い

る。
一
九
四
八
年
に
は
繊
維
部
門

1
ニ
九
・
四
%
、
食
品
加
工
部

門
H

一
四
・
二
%
、
化
学
品
部

門
H

一
一
・
三
銘
で
あ
り
、
こ

れ
ら
三
部
門
で
全
体
の
六
割
以

上
を
占
め
、
機
械
部
門
、
輸
送

二
O
四

機
器
部
門
は
そ
れ
ぞ
れ
二
M
m
に
満
た
な
か
っ
た
。
こ
の
業
種
別
構
成
は
、

一
九
六
一
年
に
は
化
学
品
部
門
H
二
五
・
五
%
、
金
属
部
門
H
一
四
・
三

M
m
、
食
品
部
門
H
一
八
・
O
%
、
繊
維
部
門
H
七
・
五
M
m
と
な
り
、
機
械

部
門
、
輸
送
機
器
部
門
は
そ
れ
ぞ
れ
四
・
二
銘
、
四
・
六
%
と
拡
大
し
て

い
る
。
こ
の
中
で
、
繊
維
部
門
の
投
資
残
高
が
一
九
四
八
年
の
一
一
・
八
億

ル
ピ
ー
か
ら
六
一
年
の
一
・
四
億
ル
ピ

l
へ
と
低
下
し
て
い
る
の
が
注
目

さ
れ
る
。
一
九
七
一
年
に
は
化
学
品
部
門
は
三

0
・
八
銘
と
さ
ら
に
構
成

比
を
高
め
、
そ
の
他
の
各
部
門
は
金
属
部
門
H
一
五
・
一
%
、
電
機
機
器

部
門
H
一
0
・
九
M
m
、
食
品
部
門
日
九
・

o
m、
機
械
部
門
H
六
・
五

M
m
、
輸
送
機
器
部
門
H
五
・
七
%
と
な
り
、
繊
維
部
門
は
五
・
二
形
と
さ

ら
に
低
下
し
て
い
る
。
一
九
七
七
年
に
は
、
化
学
品
部
門
H
一
二
五
・
六

M
m
、
金
属
部
門
H
一
三
・
六
%
、
電
機
機
器
部
門
H
一
一
・
三
%
、
機
械

部
門
H
八
・
O
M
m
、
輸
送
機
器
部
門
H
五
・
六
M
m
と
な
っ
て
い
る
(
図
・

一一)。対
イ
ン
ド
直
接
投
資
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
四
年
の

F
E
R
A
を
契
機

と
し
て
「
イ
ン
ド
人
化
」
が
強
力
に
押
し
進
め
ら
れ
、
投
資
残
高
の
伸
び

は
停
滞
的
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
対
イ
ン
ド
直
接
投
資
の
部
門
別
構
成
比
の

推
移
か
ら
し
て
、
対
イ
ン
ド
直
接
投
資
の
展
開
が
イ
ン
ド
経
済
開
発
の
工

業
化
政
策
に
沿
っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
よ
う
。
製
造
業
に
お
け
る
部

門
別
の
産
出
高
構
成
比
の
変
化
と
そ
れ
は
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
製
造
業
各
部
門
の
構
成
比
の
変
化
は
「
イ
ン
ド
経
済
の
自
立
的
基
盤
」

の
強
化
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
対
イ
ン
ド
直
接
投
資
の

展
開
は
こ
の
過
程
に
明
確
に
対
応
す
る
も
の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。



対インド寵接投資産業部門別

1969年

1225 (16.6) 

37 ( 0.5) 

1315 (17.8) 

3920 (53.1) 

880 (11.9) 

7377(100.0) 

1967年

1072 (16.4) 

44 ( 0.7) 

1276 (19.5) 

3226 (49.3) 

929 (14.2) 

6547(100.0) 

第10表

1948年 1961年

523 (20.4) 1005 (22.5) 

115 ( 4.5) 109 ( 2.4) 

223 (8.7) 1481 (33.2) 

710 (27.6) 1868 (41.9) 

998 (38.8) 821 (18.4) 

2569(100.0) 4463(100.0) 

〈出所) Reserve Bank of India， Bulletin. 
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西
口
章
雄
「
外
資
提
携
と
工
業
技
術
の
開
発
」
、
西
口
・
浜
口
編
、
前
掲
書
。

二
二
三
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
子
会
社
は
同
期
間
に
一
八
八
社
か
ら
一

O
一
社
に
減

少
し
た
。

ω
対
イ
ン
ド
経
済
援
助
に
つ
い
て

「
イ
ン
ド
は
過
去
の
援
助
の
累
積
額
か
ら
い
っ
て
も
、
現
在
(
一
九
八

0
年
度
)
の
援
助
受
取
額
か
ら
い
っ
て
も
、
開
発
途
上
国
の
中
で
最
大
の

(

1

)

 

被
援
助
国
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
対
イ
ン
ド
民
間
投
資
(
外
資

提
携
〉
と
な
ら
ん
で
イ
ン
ド
経
済
の
「
経
済
的
対
外
従
属
の
深
化
」
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
は
対
イ
ン
ド
援
助
で
あ
る
。

イ
ン
ド
の
援
助
依
存
に
つ
い
て
、
伊
藤
論
文
は
「
世
界
資
本
主
義
の
頂

に
た
つ
ア
メ
リ
カ
は
、
対
印
援
助
に
お
い
て
圧
倒
的
な
比
重
を
占
め
、
イ

ン
ド
の
対
外
従
属
と
は
、
基
本
的
に
は
対
米
従
属
で
あ
る
と
い
っ
て
過
一
言

(
2〉

で
は
な
か
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

対
イ
ン
ド
経
済
援
助
に
つ
い
て
、

V
-
N
・
プ
ラ
ス
ブ
ラ
マ
ヤ
ン
〈
-Z-

∞
乱
回
目
号

E
5
8吋
EH
は
「
援
助
は
貧
困
問
題
解
決
の
唯
一
の
解
決
法
で

あ
る
と
主
張
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
い
か
な
る
開
発
途
上
国
と
い
え

ど
も
、
特
に
イ
ン
ド
の
よ
う
に
大
き
な
国
で
は
、
開
発
計
画
の
主
要
な
資

金
源
と
し
て
援
助
に
期
待
を
寄
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
た
上
で
、

援
助
の
役
割
を
援
助
受
け
入
れ
国
が
「
不
作
や
予
期
せ
ぬ
外
貨
不
足
に
陥

っ
た
場
合
」
に
「
短
期
的
に
投
資
や
消
費
を
支
え
る
」
「
圏
内
貯
蓄
や
外

貨
収
入
の
補
充
と
解
釈
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ

二
O
五



製造業直接投資怒門別残高構成図1

立
教
経
済
学
研
究
第
四
一
巻
二
号
(
一
九
八
七
年
)

1948年:残高7億1000万ルピー① 

電機機器(6.76%)

金属(11.3%)

機械(1.69%)
輸送機器(1.41%)

二
O
六

1971年:残高48億5700万ルピー

食品(8.96%) 

繊維(5.19%)

輸送機器(5.70%)

機械(6.46%) 

② 

電機機器(10.9%)



1977年:残高74億2000万ノレピー

食品(6.13%)
/ /繊維(4.20%)

輸送機器(5.63%)

/機械(8.03%)

③ 

イ
ン
ド
に
お
け
る
開
発
政
策
と
外
国
資
本
会
一
) 電機機器(11.3%)

Reserve Bank of India， Bulletin 〈出所〉

し
て
、
こ
の
意
味
で
の
対
イ
ン
ド
援
助
は
一
九
五

0
年
代
の
外
貨
危
機
や

六
0
年
代
の
農
業
生
産
の
低
下
に
さ
い
し
て
「
消
費
と
投
資
の
水
準
を
支

(
3
)
 

え
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
」
と
す
る
。

ま
ず
、
対
イ
ン
ド
援
助
の
規
模
と
構
成
(
国
別
お
よ
び
部
門
別
の
)
の

推
移
を
概
観
し
て
お
こ
う
。

一
九
六

0
年
度
の
援
助
受
取
額
(
実
行
べ

l
ス
)
は
八
・
八
三
億
ド
ル

で
あ
り
、
そ
の
後
六
五
年
度

u
一
六
・
六
七
億
ド
ル
、
七
二
年
度
H
九
・

二
三
億
ド
ル
、
七
五
年
度
H
ニ
コ
了
四
一
億
ド
ル
、
七
九
年
度
H
一
八
・

九
四
億
ド
ル
、
八

0
年
度
H
二
三
・
九
億
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
次
・
第
三
次
五
ヵ
年
計
画
期
の
一
九
六

0
年
代
の
前
半
に
援
助
受

取
額
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
独
立
後
の
イ
ン
ド
経
済
に
は
一
九
八

0
年

代
初
頭
に
い
た
る
ま
で
三
回
の
危
機
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
六
五
年
度
は
「
独
立
以
来
の
第
一
回
目
の
大
き
な
経
済
危
機
」
に
見
舞

〈

4
)

わ
れ
た
時
期
に
あ
た
る
。
ま
た
、
外
資
依
存
率
の
低
下
を
基
本
目
標
に
掲

げ
た
第
四
次
計
画
期
(
六
九
年
度

t
七
三
年
度
)
に
は
経
済
危
機
克
服
の

た
め
の
輸
出
促
進
政
策
や
「
緑
の
革
命
」
の
導
入
な
ど
が
引
き
続
き
行
わ

れ
、
七
二
年
度
ま
で
は
受
取
額
は
減
少
し
た
。
だ
が
、
七
一
年
度
と
七
二

年
度
の
二
年
聞
は
早
魅
に
よ
る
農
業
生
産
の
低
下
と
第
一
次
石
油
危
機
と

が
重
な
り
、
激
し
い
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
(
七
三
一
年
度
の
物
価
上
昇
率
日

二
0
・二
Mm
、
七
四
年
度
H
二
五
・
二
Mm〉
に
見
舞
わ
れ
第
二
の
経
済
危

機
を
招
来
す
る
に
い
た
り
援
助
受
取
額
が
増
大
し
た
。

そ
の
後
、
農
業
生
産
や
輸
出
が
好
調
で
あ
り
、
海
外
か
ら
の
送
金
も
あ

っ
て
国
際
収
支
も
好
転
し
、
こ
れ
を
背
景
に
貿
易
政
策
な
ど
の
「
自
由

二
O
七



立
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九
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七
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化
」
が
模
索
さ
れ
た
。
一
九
七
七
年
度
、
七
八
年
度
の
援
助
受
取
額
は
そ

れ
ぞ
れ
一
六
・
二
八
億
ド
ル
、
一
六
・
九
五
億
ド
ル
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
一
九
七
九
年
に
は
第
二
次
の
石
油
危
機
を
契
機
に
し
た
国
際
収
支
の

悪
化
に
よ
り
援
助
受
取
額
が
大
き
く
膨
ら
ん
で
い
る
。
石
油
価
格
引
き
上

げ
の
結
果
、
石
油
製
品
の
輸
入
価
格
(
輸
入
額
〉
の
上
昇
、
さ
ら
に
七
九

年
度
の
早
魅
か
ら
の
農
業
不
振
に
よ
る
食
糧
不
足
や
物
価
上
昇
か
ら
国
際

収
支
の
悪
化
を
招
い
た
の
で
あ
る
。
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
第
二
次
石
油
危
機
や
早
舷
に
よ
る
穀
物
生
産
の
激
減
、
国
際
市
況
の

悪
化
に
よ
る
輸
出
不
振
、
送
金
の
減
少
、
こ
れ
ま
で
過
少
投
資
で
あ
っ
た

経
済
イ
ン
フ
ラ
部
門
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
化
等
の
悪
条
件
が
一
時
に
噴
出

し
、
農
業
生
産
は
マ
イ
テ
ス
一
五
・
五
形
、
!
工
業
生
産
は
マ
イ
ナ
ス
一
・

四
%
、
貿
易
赤
字
は
一
九
七
九
年
度
は
二
七
億
ド
ル
、
一
九
八

0
年
度
は

六
O
億
ド
ル
、
物
価
土
昇
率
は
一
七

l
一
八
%
、
食
糧
在
庫
は
危
機
一
フ
イ

ン
と
さ
れ
る
一

0
0
0万
ト
ン
を
割
り
、
外
貨
準
備
は
急
速
に
減
少
傾
向

(
4〉

を
示
し
始
め
た
」
と
。

第
三
悶
目
の
経
済
危
機
で
あ
る
。
再
び
援
助
の
受
取
額
が
増
加
す
る
。

一
九
八
一
年
に
は
イ
ン
ド
政
府
は

I
M
F
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ヲ
ナ
リ
テ
ィ
を

受
け
入
れ
、

I
M
F
の
拡
大
融
資
制
度
、
目
。
開

Mag念
仏

匂

R
5
3
1

F
O
B
か
ら
五

O
億

S
D
R
(約
五
八
億
ド
ル
日
約
五
一

O
億
ル
ピ

l
)

ハ
6
)

の
融
資
を
受
け
る
に
い
た
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
イ
ン
ド
経
済
は
独
立
以
来
三
回
の
経
済
危
機
を
外
国
援

助
に
よ
っ
て
乗
り
切
ろ
う
と
し
て
き
た
が
、
一
九
七

0
年
代
は
こ
の
よ
う

な
援
助
依
存
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
て
あ
ら
た
め
て
「
経
済
自
立
」
の
基

二
O
八

本
目
標
が
掲
げ
ら
れ
た
。

V
-
N
・
プ
ラ
ス
ブ
ラ
'
マ
ヤ
ン
は
「
い
か
な
る

場
合
に
で
も
、
イ
ン
ド
の
政
策
立
案
者
は
援
助
は
一
時
的
な
手
段
に
す
ぎ

な
い
と
主
張
し
て
き
た
。
事
実
、

ω由民
i
B円
山
田
口
円
四
が
基
本
的
目
標
と
し

て
繰
り
返
し
各
計
画
案
に
お
い
て
支
持
さ
れ
て
き
た
。
い
う
ま
で
も
な

く
、
そ
の

ω由民
i

円
叩
ロ
恒
三
の
内
容
は
時
と
と
も
に
変
化
し
修
正
さ
れ
て

き
た
が
。
第
三
次
や
第
四
次
の
計
画
で
は
そ
れ
は
援
助
の
終
わ
を
り
意
味

す
る
と
解
釈
さ
れ
、
第
五
次
計
画
で
は
援
助
依
存
を
減
ら
す
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
一
九
八
一
年
、

I
M
F
の

対
イ
ン
ド
融
資
は
改
め
て
、
援
助
依
存
か
ら
の

ω色町

1
5
E
g
g
の
難
し

さ
を
示
す
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

イ
ン
ド
経
済
の
援
助
依
存
は
構
造
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
「
経
済
の
自
立
的
基
盤
」
が
強
化
さ
れ
た
と
さ
れ
る
第
二

次
・
第
三
次
計
画
期
と
そ
れ
に
続
く
三
ヵ
年
の
年
次
計
画
期
の
開
発
計
画

支
出
に
占
め
る
外
国
援
助
の
純
受
取
額
の
比
重
が
ほ
ぼ
三
割
を
占
め
て
い

た
の
で
あ
る
。
そ
の
比
重
は
第
一
次
計
画
期
に
は
九
・
一

um(純
受
取
額

一
七
・
七
九
億
ル
ピ

l
)
で
あ
っ
た
が
、
第
二
次
H
二
八
・
一
%
(
一
一
一
一

一
・
一
億
ル
ピ

l
)
、
第
三
次
H
二
七
・
二

Mm
つ
一
一
一
ゴ
了
五
一
億
ル
ピ

l
)
へ
と
上
昇
し
、
続
く
年
次
計
画
期
に
は
三
三
・
九
%
(
二
二
四
・
七

一
億
ル
ピ

I
)
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
援
助
依
存
か
ら
の
脱

却
を
め
ざ
し
て
、
一
九
七

0
年
代
は
官
民
l

円四日紅白

8
「
経
済
自
立
」
が

基
本
目
標
に
掲
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
四
次
計
画
期
に
は
そ

の
比
重
は
一
一
二
一
%
、
第
五
次
計
画
期
に
は
八
・
九
%
へ
と
低
下
し
て

い
る
。
こ
こ
か
ら
第
二
次
石
油
危
機
直
前
に
、
国
際
収
支
の
改
善
、
輸
出



の
伸
長
な
ど
を
背
景
に
し
て
、
外
国
援
助
へ
の
依
存
と
い
う
側
面
で
は

「
経
済
自
立
」
の
努
力
が
成
果
を
生
み
つ
つ
あ
る
と
の
評
価
が
な
さ
れ
て

(
7〉

い
る
〈
前
出

-
K
論
文
参
照
)
。

さ
て
、
第
一
次
計
画
期
の
援
助
総
額
(
借
款
、
贈
与
、
商
品
援
助
)
は

二
0
・
一
七
億
ル
ピ

l
〈
借
款
H
六
三
%
、
贈
与
H
三
五
%
〉
、
第
二
次

H
一
四
三
・
O
四
億
ル
ビ

l
(五
一
%
、
一
一
%
)
、
第
三
次
H
二
八

六
・
七
七
億
ル
ピ

l
(
六
六
Mm
、
四
Mm)
、
第
五
次
H
三
八
二
・
七
七
億

ル
ピ

l
(九
二
%
、
四
銘
)
で
あ
り
、
一
九
七
六
年
度
か
ら
の
ご
一
年
間
の

援
防
総
額
は
三
四
一
・
七
四
億
ル
ピ

i
(七
四
第
、
二
六
Mm)
と
な
っ
て

い
る
。
な
お
、
第
二
次
計
画
期
の
商
品
援
助
の
比
重
は
三
八
%
、
第
三
次

の
そ
れ
は
三
O
%
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
主
に
食
糧
援
助
(
ア
メ
リ
カ

の
P
L
四
八
O
に
よ
る
)
で
あ
っ
て
、
第
四
次
に
は
一
二
%
に
な
っ
て
い

る
。
食
糧
援
助
を
別
と
す
れ
ば
、
援
助
に
し
め
る
借
款
の
比
重
が
高
く
な

っ
て
い
る
。
七

0
年
代
後
半
の
コ
ヲ
年
に
贈
与
の
比
重
が
増
え
て
い
る
の

(
8
)
 

は
主
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
、
お
よ
び
カ
ナ
ダ
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

援
助
の
タ
イ
プ
別
構
成
で
は
一
九
六
0
年
代
は
食
糧
援
助
が
大
き
な
比

重
を
占
め
、
七

0
年
代
は
商
品
援
助
や
債
務
返
済
の
た
め
の
ノ
ン
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
援
助
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
く
(
五
O
J
六
O
%
)
な
っ
て
お
り
、

七
0
年
代
の
後
半
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
援
助
(
一
九
七
九
年
度
は
粗
援
助

額
の
六
六
%
)
の
占
め
る
割
合
が
大
き
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

対
イ
ン
ド
援
助
の
主
体
は
一
九
六

0
年
代
は
ア
メ
リ
カ
で
あ
り
、
七

0

年
代
に
入
っ
て
世
界
銀
行
I
B
R
D
の
比
重
が
高
ま
っ
て
い
る
。
一
九
八

O
年
に
は
世
界
銀
行
・
対
印
援
助
コ
ン
ソ

l
シ
ャ
ム
の
占
め
る
比
重
が
二

イ
ン
ド
に
お
け
る
開
発
政
策
と
外
国
資
本
会
一
〉

。
億
五
七
O
O
万
ド
ル
で
八
六
・
四
Mm
、
O
P
E
C
の
-
億
一
四
O
O
万

ド
ル
(
四
・
八
Mm)
、
ソ
連
・
東
欧
の
六
O
O
万
ド
ル
っ
て
五
%
〉
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
世
界
銀
行
・
対
印
コ
ン
ソ

l
シ
ャ
ム
の
内
訳
は
六

0
年

代
の
累
計
比
で
ア
メ
リ
カ
H
二
七
・
六
勉
、
世
界
銀
行
H
一一一一・一

um、

イ
ギ
リ
ス
H
九
・
三
Mm
で
あ
っ
た
が
、
八
O
年
の
構
成
比
は
世
界
銀
行

(
I
D
A
を
含
む
)

H
三
六
Mm
、
ア
メ
リ
カ
H
一
0
・
八
%
、
イ
ギ
リ
ス

H
一
0
・
八
Mm
と
変
化
し
て
い
る
。

ハ
B
)

次
に
対
イ
ン
ド
援
助
の
利
用
状
況
を
産
業
部
門
別
に
み
て
お
こ
う
。
一

九
六
六
年
か
ら
七
四
年
ま
で
の
援
助
使
用
総
額
は
五
七
Q
・
四
八
億
ル
ピ

ー
で
あ
っ
た
が
、
農
業
開
発
が
四
・
三
勉
、
工
業
開
発
が
六
三
・
二
%
を

占
め
て
い
る
。
七
周
年

t
七
八
年
間
は
総
額
三
八
七
・
九
三
億
ル
ピ

l
で

そ
れ
ぞ
れ
一
六
・
三
銘
、
四
一
・
五
必
で
あ
り
、
七
九
年
度
は
総
額
八
五

億
ル
ピ

l
で
そ
れ
ぞ
れ
四

0
・
五
%
、
一
八
・
一
二
%
と
な
っ
て
お
り
、
援

助
の
利
用
分
野
が
工
業
か
ら
農
業
へ
と
転
換
し
て
き
で
い
る
。
こ
の
援
助

対
象
分
野
の
変
化
は
右
に
み
た
援
助
主
体
の
変
化
(
援
助
方
式
の
変
化
)

と
関
連
し
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
。
先
進
資
本
主
義
諸
国
か
ら
の
対
イ
ン
ド

援
防
が
世
界
銀
行
・

I
D
A
を
中
心
に
進
め
ら
れ
る
一
九
七

0
年
代
後
半

に
は
こ
の
傾
向
は
い
よ
い
よ
明
瞭
に
な
っ
て
い
る
(
一
九
七
八
年
度
末
の

援
助
受
取
累
積
額
の
六
四
・
九
wm
が
世
界
銀
行
・

I
D
A
か
ら
の
も
の
で

あ
り
、
八

0
年
度
末
借
入
累
積
額
は
一
一
O
億
五
五
八
O
万
ド
ル
で
援
助

(

印

〉

受
け
入
れ
国
の
第
一
位
と
な
っ
て
い
る
)
。

援
助
受
取
額
に
関
し
て
注
意
を
要
す
る
の
は
、
年
々
の
受
取
額
の
う
ち

返
済
・
利
子
支
払
い
額
の
占
め
る
割
合
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。
一
九
七
九

ニ
O
九
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年
度
の
粗
援
助
受
取
額
一
三
六
・
七
億
ル
ピ

i
の
六
四
・
六
Mm
が
借
款
の

返
済
(
五
七
億
ル
ピ

l
)
と
利
子
支
払
い
つ
二
・
四
億
ル
ピ

i
)
に
当

て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
八

0
年
度
は
三
六
・
七
%
、
八
一
年
度
は
四
六
・

三
Mm
で
あ
っ
た
。

「
借
款
の
利
払
い
額
が
第
三
次
計
画
期
の
二
二
・
七
億
ル
ピ
ー
か
ら
一

九
八
一
年
度
の
九
五
・
二
七
億
ル
ピ

l
へ
と
増
え
、
こ
の
ま
す
ま
す
増
大

す
る
債
務
返
済
の
た
め
に
イ
ン
ド
は
大
規
模
な
債
務
救
済
の
援
助
に
頼
ら

(

ロ

)

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
。

一
九
七
九
年
度
末
の
対
イ
ン
ド
援
助
の
累
計
額
を
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ

が
累
計
額
全
体
の
二
七
・
六
必
を
占
め
て
お
り
、
つ
い
で
世
界
銀
行
の
二

二
・
一
労
、
イ
ギ
リ
ス
H
九
・
三
Mm
、
西
ド
イ
ツ
日
七
・
九
%
、
ソ
連
・

東
欧
H
六
・
三
鋭
、
日
本
H
五
・
三
労
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
六

0

年
代
の
対
イ
ン
ド
援
助
は
二
国
間
援
助
が
大
き
な
比
重
を
占
め
、
な
か
で

も
ア
メ
リ
カ
の
占
め
る
位
置
は
借
款
と
商
品
援
助
を
合
わ
せ
て
第
三
次
計

画
期
に
は
五
二
%
に
達
し
て
い
た
。
一
九
七

0
年
代
に
入
る
と
、
二
国
間

援
坊
の
比
重
が
下
が
り
、
世
界
銀
行
・

I
D
A
の
占
め
る
比
重
が
高
ま
っ

て
き
た
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
対
イ
ン
ド
経
済
援
助
は
次
の
三
つ
の
ル

l
ト
を
通
じ
て
な

さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、

P
L
四
八
O
に
基
づ
く
余
剰
農
産
物
援
助
、

国
際
開
発
局
A
I
D
に
よ
る
借
款
援
助
、
そ
れ
に
輸
出
入
銀
行
に
よ
る
借

款
の
三
ル

l
ト
で
あ
る
。
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
援
助
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な

指
摘
が
あ
る
。

「
ア
メ
リ
カ
の
余
剰
農
産
物
援
助
は
、
社
会
的
間
接
資
本
の
整
備
・
拡

二一

O

充
に
か
ん
し
て
国
家
部
門
に
向
け
ら
れ
、
イ
ン
ド
工
業
の
発
展
に
か
ん
し

て
ア
メ
リ
カ
資
本
と
関
係
の
深
い
民
間
企
業
に
む
け
ら
れ
て
い
る
。
か
か

る
ア
メ
リ
カ
の
対
印
援
助
政
策
の
基
本
線
は
、
ア
メ
リ
カ
の
公
的
援
助
機

関
i
国
際
開
発
局
、
輸
出
入
銀
行
ー
を
通
ず
る
援
助
の
う
ち
に
も
、
く
つ

(
M
M
〉

き
り
と
一
示
さ
れ
て
い
る
」
と
。

伊
藤
論
文
は
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
対
イ
ン
ド
援
助
(
特
に
第
三
次
計
画

期
末
期
ま
で
の
)
の
特
徴
に
つ
い
て
、
「
第
一
は
、
公
共
部
門
へ
の
援
助

が
P
L
四
八
O
を
除
け
ば
、
著
し
く
少
な
い
こ
と
」
、
第
二
に
「
ア
メ
リ

カ
の
対
公
共
部
門
援
助
は
ご
く
少
額
の
例
外
を
除
い
て
、
公
共
部
門
の
工

業
プ
ロ
ジ
ェ
ト
援
助
を
拒
絶
し
て
い
る
こ
と
」
、
第
三
に
「
対
民
間
部
門

援
助
が
大
資
本
、
な
か
で
も
大
財
閥
系
の
有
力
企
業
に
集
中
し
て
い
る
」

こ
と
の
三
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
こ
に
貫
く
戦
略
は
、
伊
藤
論
文
に
よ

れ
ば
、
援
助
を
「
社
会
資
本
の
形
成
」

H
「
私
的
資
本
の
拡
大
再
生
産
の

条
件
づ
く
り
に
」
、
さ
ら
に
民
間
大
企
業
の
育
成
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
で

あ
る
。
「
実
態
か
ら
み
た
ア
メ
リ
カ
の
対
印
援
助
は
」
「
公
共
部
門
の
重

工
業
に
対
立
し
、
私
的
資
本
主
義
を
育
成
し
、
そ
の
う
え
に
た
つ
独
占
的

(
日
)

大
資
本
を
強
化
す
る
役
割
を
は
た
し
て
き
た
」
。

ア
メ
リ
カ
の
対
イ
ン
ド
援
助
は
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
体
制
の
も
と
に
旧
イ

ギ
リ
ス
植
民
地
を
再
編
成
す
る
テ
コ
に
な
っ
た
。

A
I
D
が
一
九
六
四
年

に
イ
ン
ド
の
民
間
部
門
に
供
与
し
た
ニ
・
七
五
億
ド
ル
の
商
品
借
款
の
う

ち
八
O
%
が
ア
メ
リ
カ
製
品
の
輸
出
に
直
結
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ア

メ
リ
カ
の
援
助
が
ア
メ
リ
カ
商
品
の
イ
ン
ド
へ
の
輸
出
拡
大
の
テ
コ
と

も
、
世
界
市
場
の
再
編
の
テ
コ
と
も
な
っ
て
い
る
。



ま
た
P
L
四
八

O
に
基
づ
く
余
剰
農
産
物
援
助
の
見
返
り
資
金
が
ク
l

リ
l
基
金
の
D
O
U
吋
目
白
色
と
し
て
イ
ン
ド
に
積
み
立
て
ら
れ
「
イ
ン
ド

に
お
け
る
民
間
企
業
(
ア
メ
リ
カ
系
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ン
ド
に
よ
る
合
弁

企
業
、
ア
メ
リ
カ
農
産
物
の
販
売
な
ら
び
に
加
工
に
従
事
す
る
イ
ン
ド
会

(
M
)
 

社
)
の
育
成
の
た
め
に
使
用
さ
れ
」
、
ア
メ
リ
カ
資
本
の
対
イ
ン
ド
投
資

を
促
進
し
て
き
た
。

先
進
国
の
援
助
が
そ
の
国
の
民
間
資
本
の
進
出
を
促
進
し
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
援
助
に
の
み
特
徴
的
な
こ
と
で
は
な
い
。

西
日
教
授
は
、
ア
メ
リ
カ
の
援
助
は
「
自
国
独
占
資
本
と
イ
ン
ド
財
閥
系

企
業
と
の
結
合
関
係
の
発
展
・
強
化
を
ね
ら
い
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
」

が
、
イ
ギ
リ
ス
と
西
ド
イ
ツ
の
援
助
は
「
国
家
部
門
と
り
わ
け
国
営
工
業

に
集
中
さ
れ
て
い
る
」
特
徴
を
も
っ
。
し
か
し
こ
れ
ら
両
国
も
援
助
を
通

じ
て
、
「
国
家
部
門
へ
の
金
融
的
・
技
術
的
援
助
を
橋
頭
盤
と
し
て
、
両

国
独
占
資
本
の
イ
ン
ド
の
民
間
部
門
へ
の
企
業
進
出
(
イ
ン
ド
資
本
と
の

(
日
)

結
合
関
係
の
発
展
・
強
化
)
」
を
促
進
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

さ
て
、
資
本
主
義
発
展
の
初
期
段
階
で
は
、
そ
し
て
世
界
資
本
主
義
の

今
日
的
発
展
段
階
で
は
、
発
展
途
上
国
の
工
業
化
は
、
特
に
重
工
業
を
興

そ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
圏
内
の
資
本
と
技
術
だ
け
で
は
到
底
不
可
能
で

あ
っ
て
、
本
源
的
蓄
積
を
押
し
進
め
る
国
家
の
強
力
な
介
入
と
と
も
に
、

外
国
資
本
と
技
術
の
導
入
を
は
か
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

西
日
教
授
に
よ
れ
ば
、
「
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
、
そ
の
階
級
的
支

配
指
向
と
物
的
基
盤
の
欠
如
と
の
矛
盾
を
早
急
に
解
決
し
て
わ
い
く
た
め

に
」
、
「
資
本
主
義
的
国
民
経
済
形
成
の
課
題
」
を
負
う
が
、
こ
の
国
民
経

イ
ン
ド
に
お
け
る
開
発
政
策
と
外
国
資
本
合
一
)

済
の
形
成
は
「
生
産
力
的
側
面
」
か
、
り
し
て
「
生
産
力
の
世
界
的
発
展
の

今
日
的
段
階
を
代
表
す
る
産
業

(
H
近
代
的
重
化
学
工
業
)
の
先
進
諸
国

か
ら
の
移
植
・
開
発
」
を
基
軸
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
近

代
的
生
産
力
の
導
入
は
、
発
展
途
上
諸
国
が
「
経
済
的
従
属
的
地
位
か
ら

離
脱
し
、
資
本
主
義
世
界
の
う
ち
に
あ
っ
て
帝
国
主
義
的
先
進
諸
国
と
の

国
際
経
済
関
係
に
お
け
る
自
己
の
主
体
性
を
確
立
し
て
い
く
た
め
に
」
も

不
可
欠
の
課
題
で
あ
る
。
だ
が
、
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
「
自
ら
の
幼

弱
性
の
た
め
に
」
、
そ
の
課
題
の
実
現
を
「
国
家
に
委
ね
」
ざ
る
を
得
な

い
の
で
あ
っ
て
、
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
経
済
自
立
戦
略
H
国
民
経
済

形
成
の
戦
略
は
、
国
家
資
本
主
義
と
い
う
生
産
関
係
を
選
び
取
り
、
そ
の

(
間
山
)

政
策
体
制
の
も
と
で
進
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
イ
ン
ド
に
お
い

て
こ
の
国
家
資
本
主
義
的
開
発
政
策
が
典
型
的
に
進
め
ら
れ
る
。

イ
ン
ド
国
家
資
本
主
義
の
展
開
と
そ
の
転
換
に
つ
い
て
は
、
古
賀
教
授

に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
時
期
区
分
さ
れ
て
い
る
。

ω
「
経
済
発
展
の
基
礎
条
件
の
整
備
の
時
期
(
一
九
四
七
J
五
五
年

度
と
、
川
「
国
家
資
本
主
義
的
重
化
学
工
業
化
の
時
期
ハ
一
九
五
六

i
六

五
年
度
)
」
、
川
「
経
済
的
危
機
と
政
治
的
不
安
定
激
化
の
時
期
(
一
九
六

六
i
七
六
年
度
と
、

ω
「
国
家
資
本
主
義
の
転
換
期
(
一
九
七
七
年
三

(
幻
〉

月
ー
と
と
。

こ
の
時
期
区
分
の
第
二
期
で
あ
る
「
国
家
資
本
主
義
的
重
化
学
工
業
化

の
時
期
」
が
、
そ
の
「
工
業
構
造
の
高
度
化
」
の
成
果
を
も
っ
て
イ
ン
ド

(

叩

岬

)

経
済
の
「
自
立
的
基
盤
」
の
強
化
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
だ
が
こ
の
工
業
化
は
援
助
と
外
資
に
依
拠
し
て
の
み
可
能
で
あ
っ
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年
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(
ぬ
)

た
。
こ
の
時
期
に
経
済
従
属
の
深
化
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
は
従
属
的
な
工

業
化
で
あ
る
が
、
こ
の
従
属
的
工
業
化
過
程
に
つ
い
て
、
こ
の
時
期
に
可

能
と
な
っ
た
工
業
構
造
の
高
度
化
こ
そ
が
経
済
自
立
に
と
っ
て
は
重
要
で

あ
っ
て
、
そ
の
工
業
化
が
た
と
え
援
助
、
外
資
・
技
術
に
依
存
し
て
進
め

ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
長
期
的
に
は
そ
れ
は
自
立
化
へ
の
一
階
梯
と
み

ハ
日
出
〉

な
さ
れ
る
べ
き
だ
と
K
論
文
は
み
て
い
た
。
こ
の

K
論
文
も
こ
の
時
期
に

多
国
籍
企
業
の
進
出
が
み
ら
れ
、
外
国
か
ら
資
本
と
技
術
の
導
入
が
進
め

ら
れ
た
こ
と
、
そ
れ
が
配
当
・
利
子
・
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
等
の
送
金
に
よ
る

外
貨
流
出
に
つ
な
が
る
こ
と
は
認
め
て
い
た
。
だ
が
そ
れ
は
短
期
的
な
、

一
時
的
な
従
属
で
は
あ
っ
て
も
、
工
業
構
造
の
高
度
化
は
、
長
期
的
に
は

経
済
自
立
を
達
成
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
。

先
の
伊
藤
論
文
は
工
業
構
造
の
高
度
化
が
外
資
依
存
を
前
提
と
し
て
は

じ
め
て
実
現
し
た
こ
と
を
重
視
し
、
従
属
的
発
展
を
イ
ン
ド
資
本
主
義
拡

大
の
特
殊
性
と
の
関
連
か
ら
捉
え
て
い
た
。
こ
れ
と
は
別
に
、
多
国
籍
企

業
主
導
の
下
、
外
資
・
技
術
導
入
に
よ
る
工
業
化
は
工
業
構
造
そ
の
も
の

に
重
大
な
歪
み
を
も
た
ら
す
と
の
見
解
が
あ
る
。

西
日
教
授
は
、
「
か
か
る
国
家
資
本
主
義
的
発
展
過
程
は
国
際
収
支
の

急
速
な
悪
化
を
招
き
」
、
(
こ
の
国
際
収
支
の
悪
化
に
よ
り
外
資
・
技
術
の

導
入
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
)
、
「
六

0
年
代
前
半
に
お
け
る
イ
ン
ド
の
国

民
経
済
形
成
過
程
は
、
多
国
籍
企
業
に
よ
る
技
術
支
配
を
べ

i
ス
と
し
た

新
し
い
発
展
途
上
世
界
の
編
成
過
程
と
重
な
り
あ
っ
て
」
「
さ
ま
ざ
ま
な

構
造
的
歪
み
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
」
、
そ
し
て
、
そ
の
歪
み
は
「
機

械
工
業
に
お
け
る
近
代
的
生
産
力
の
過
少
利
用

(
H
遊
休
)
状
態
」
を

一一一一一

「
恒
常
化
」
し
て
い
る
と
指
摘
す
砧
山

外
資
提
携
に
よ
る
技
術
協
定
は
ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
第
三
者
へ
の
移
転
を
制

限
す
る
条
項
を
も
ち
、
し
た
が
っ
て
複
数
の
イ
ン
ド
企
業
が
同
種
ノ
ウ
ハ

ウ
を
輸
入
し
、
国
民
経
済
か
、
り
す
れ
ば
「
重
複
外
資
提
携
」
を
う
み
だ
し

た
。
こ
れ
は
技
術
料
や
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
の
支
払
い
ば
か
り
で
な
く
、
技
術

輸
入
に
付
随
す
る
特
定
タ
イ
プ
の
原
料
・
部
品
の
重
複
輸
入
に
つ
な
が
り

国
際
収
支
を
圧
迫
す
る
要
因
と
な
っ
た
。
こ
の
技
術
提
携
に
付
随
す
る
原

料
・
部
品
輸
入
は
「
外
資
提
携
企
業
の
周
辺
に
多
種
多
様
な
関
連
産
業
の

発
展
を
促
す
こ
と
」
を
阻
害
し
、
「
輸
入
依
存
体
制
を
強
め
る
」
。
さ
ら

に
、
外
資
提
携
が
集
中
し
て
い
る
科
学
製
品
、
金
属
製
品
、
機
械
(
運
輸

機
器
を
含
む
)
生
産
の
各
分
野
に
お
い
て
「
工
業
生
産
力
の
不
完
全
利
用

(

忽

)

の
相
対
的
に
高
い
産
業
」
が
み
ら
れ
る
。
「
近
代
的
生
産
力
の
不
完
全
利

用
は
、
『
独
占
的
大
企
業
』
の
近
代
技
術
の
独
占
的
支
配
に
よ
っ
て
イ
ン

ド
の
重
工
業
化
過
程
の
内
面
に
刻
み
こ
ま
れ
た
構
造
的
歪
み
を
反
映
す

る
」
も
の
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
構
造
的
歪
み
が
一
九
六

0
年
代
後
半
以
降
の
イ
ン
ド
経
済

の
構
造
的
停
滞
の
一
要
因
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
(
土
地
改
革
の
不
徹

底
と
農
業
開
発
の
遅
れ
か
ら
農
業
生
産
力
が
伸
び
ず
、
一
方
で
は
食
糧
輸

入
↓
貿
易
収
支
圧
迫
、
他
方
で
は
農
民
・
労
働
者
の
所
得
の
成
長
停
滞
↓

国
内
市
場
の
拡
大
停
滞
に
よ
る
輸
入
代
替
工
業
化
の
挫
折
、
こ
れ
ら
が
他

の
停
滞
要
因
を
な
す
)
。

か
く
し
て
一
九
七

0
年
代
は
、
経
済
の
低
成
長
を
も
っ
て
特
徴
づ
け
ら

れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
構
造
的
停
滞
の
一
一
要
因
を
外
資
導
入
を
積
極
的



に
計
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
の
見
解
は
一
面
的
で
あ
ろ
う
。
既
に
み

た
よ
う
に
、
た
し
か
に
七

0
年
代
は
対
イ
ン
ド
直
接
投
資
の
伸
び
は
鈍
化

し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
間
接
投
資
は
伸
び
て
い
た
の
で
あ
り
、
直
接
投

資
も
製
造
業
で
の
ウ
エ
イ
ト
を
高
め
つ
つ
、
そ
の
収
益
を
確
保
し
て
い
た

と
み
て
よ
い
。
七
四
年
の

F
E
R
A
の
影
響
が
あ
る
と
は
い
え
そ
れ
は
決

し
て
外
資
導
入
を
閉
め
出
す
よ
う
な
禁
止
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
イ
ン
ド
経
済
の
停
滞
が
、
そ
し
て
圏
内
市
場
の
拡
大
鈍
化
が
多
国

籍
企
業
の
対
イ
ン
ド
進
出
の
勢
い
を
鈍
ら
せ
て
い
た
も
の
と
考
え
る
方
が

順
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
七

0
年
代
に
あ
っ
て
も
外
資
系
企
業
の
イ
ン
ド
で

(
M
A
)
 

の
展
開
は
サ
ウ
論
文
が
み
た
よ
う
に
外
貨
流
出
の
一
大
要
因
と
見
倣
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
七
五
年
度
か
ら
八

0
年
度
ま
で
の

F
C
R
C
三
二
二
社
に
関
す
る

(

お

)

調
査
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
こ
こ
か
ら
、
さ
き
に
み
た
よ
う
に
外
国
文

唐
や
外
資
多
数
支
配
企
業
の
イ
ン
ド
人
化
を
す
す
め
て
き
た
一
九
七

0
年

代
後
半
、
本
格
的
な
経
済
自
由
化
政
策
が
と
ら
れ
る
前
夜
に

F
C
R
C
の

展
開
が
輸
入
誘
発
的
で
あ
り
、
配
当
、
利
子
お
よ
び
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
の
送

金
が
国
際
収
支
の
圧
迫
要
因
で
あ
り
つ
づ
け
て
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
よ

、
司

J

。一
九
八

O
年
の

F
C
R
C
三
一
三
祉
の
構
成
(
第
十
一
表
)
は
外
資
完

全
支
配
H
一
八
社
、
外
資
多
数
株
支
配
H

一
一
一
一
社
、
四
O
M
m以
上
支
配

H
八
九
社
、
二
五
%
以
上
四

O
M未
満
目
九
四
社
と
な
っ
て
い
る
。
イ
ン

ド
人
化
の
進
展
に
よ
り
、
七

0
年
度
の
五
四
三
社
か
ら
減
少
し
て
い
る
も

の
の

F
C
R
C
の
四
割
が
外
資
多
数
支
配
の
も
と
に
あ
る
。
主
二
コ
一
社
の

イ
ン
ド
に
お
け
る
開
発
政
策
と
外
国
資
本
合
一
)

F C R C 313社の構成 (1980年度〉

|国 子 会 社 | その他のFCRC I 合計(悶ルピー〉

(株式所有)I完全所有 多数支配l峨以上 25~4 

8 59 37 46 150 i 430.89 

8 22 25 17 72 180.56 

11 7 15 33 67.61 

スイ 10 2 4 16 42.31 

2 10 18 12 42 105.80 

バロ』 18 112 89 94 313 827.17 

第11表

一一一
一

Reserve Bank of India. op. cit.， p.291 〈出所〉



第12表 FCRC 313社の部門別構成

|イギリス|アメリヵ|西ドイツlスイス|その他|合計

I農業及び農業関連 1 4 1 1 1 -1 一1-1 
a〉茶プランテーション1 41-1-1-1-1

E鉱業 1 1 1 -1 -1 一1 1 1 
E契王む軒2ヂ維・タr11 1 1 1 -1 2 1 5 I 

a〉繊維 1 4 1 -1 -1 一1 2 1 
W書語手(金属・化学・そ1101 1 57 1 27 I 10 1 29 I 224 

a〉アルミ精製など 1-1 11-1-1 21 
b〉エンジニアリング I66 1 27 1 18 1 5 1 18 I 
1〉輸送設備 19131311121 
(自動車) 1 (8) 1 ω| ω! ω| ω| 
2)電機・装置 1 17 1 7 1 4 1 1 1 5 1 
訂胃2ザ電機126 1 11 1 10 1 2 1 10 1 
4〉鋳造 1 41-1 11-1 11 
5〉鉄及び非鉄金属 1 10 1 6 1 -1 1 1 -1 

0 化学 1 34 1 28 1 9 1 4 1 8 1 
1〉基礎化学 1 10 1 8 1 3 1 1 I 2 1 
(プラスティック原料)1←) 1 ωl ω1 (ー)1 (1) 1 
2〉薬品，薬剤 1 8 1 12 1 4 1 2 I 3 1 
3〉塗料など 1 31 21 11-1-1 
4〉その他 1 13 1 6 1 1 1 1 1 3 1 

Vその他加工，製造業 1 18 1 9 1 5 1. 3 1 5 1 
a〕ゴム 1 31 11-1 11-1 

11_5_1 _. 4 1 1 1 1 1 2 1 
1111 31 11 -1 11 

合計 1_150 1 72 1 33 1. 16 1 42 1 

立
教
経
済
学
研
究
第
四
一
巻
二
号
(
一
九
八
七
年
)

5 

4 

6 

3 

134 

(16) 

40 

(5) 

18 

34 

2 

19 

39 
6 

17 
83 
24 

24 

29 
6 

二
一
四

5 

23 VIその他産業

16 
313 

a)貿易



1980年度 FCRC313社の輸出・輸入

〈単位 :10万ルピー〉

1975-76年 1979-80年 1980-81年

産 業 ilU |輸入|輸出 |輸入|輸出 l輸入|輸出

ティー・プランナーシ l 8 48，57 ョン

会繊維部門 4，66 19，86 4，70 26，60 2，971 27，39 

アルミニュウム 4，57 7，34 

エンジニアリング 67，201 18ω| 93， 061 219， 591 112， 38 

化学 39，961 13叩 69， 701 15~，nJ 92，46 

ゴム・ゴム製品 8，53 11，92 13，71 

貿易 9，53 7，62 9，86 8，41 

全企業 (313社〉 |ω11 206，21 390，59 303，34 458， 221 355， 56 

第13表

イ
ン
ド
に
お
け
る
開
発
政
策
と
外
国
資
本
合
一
)

R.B.I. op. cit.， p.345 〈出所〉

う
ち
ほ
ぽ
半
数
の
一
五

O
社
が
イ
ギ
リ
ス
系
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
系
は
七

二
社
で
あ
る
。
そ
の
部
門
別
構
成
で
は
製
造
業
に
二
二
四
社
(
イ
ギ
リ
ス

系
H
一
O
一
社
、
ア
メ
リ
カ
系
H
五
七
社
、
西
ド
イ
ツ
系
日
二
七
社
)
を

数
え
る
。
製
造
業
の
う
ち
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
シ
グ
に
一
三
四
社
、
化
学
部

門
に
八
三
社
が
設
立
さ
れ
て
い
る
(
第
十
二
表
)
。
こ
れ
ら
一
一
二
三
社
の

払
込
資
本
H
八
二
億
七
一
七

O
万
ル
ピ

l
は
八

0
年
度
の
イ
シ
ド
民
間
株

式
会
社
の
払
込
資
本
金
総
額
を
三
八
二
億
ル
ピ
!
と
し
て
、
イ
ン
ド
民
間

企
業
の
約
二
割
を
し
め
る
と
推
計
し
う
る
(
伊
藤
論
文
の
推
計
は
支
唐
を

含
め
て
で
あ
る
が
、
六
四
年
度
に
二
一
必
と
し
て
い
た

Y
こ
の
調
査
は

七
九
年
度
と
八

0
年
度
は
イ
ン
ド
企
業
の
ほ
う
が

F
C
R
C
よ
り
も
純
資

産
の
増
加
率
が
高
い
と
し
て
い
る
。
だ
が
粗
利
潤
率
は
七
五
年
度
H
一
五

・
O
M
(イ
ン
ド
企
業
H
九
・
三
M
Z、
七
八
年
度
目
一
六
・
二

Mm
ハ同

一
0
・
二

Mm)、
八

0
年
度
H
一
四
・
七
Mm
〈
同
一
一
・
一
銘
)
と
い
ず

れ
も

F
C
R
C
の
ほ
う
が
高
く
、
配
当
率
も
八

0
年
度
目
-
五
・
四
Mm

(
同
一
一
・
五
Mm)
も
同
様
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
よ
う
な
三
一
三
社
の
輸
出
入
額
で
あ
る
が
、
第
十
三
表
に
み

る
よ
う
に
一
九
七
五
年
度
を
除
い
て
七
九
年
度
も
八

0
年
度
も
輸
入
が
輸

出
を
上
回
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
七
五
年
度
も

F
C
R
C
の
多
数
を
し
め

る
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
化
学
工
業
に
お
い
て
は
輸
入
超
過
に
な
っ
て
い

る
。
八

0
年
度
の
エ
シ
ジ
ニ
ア
リ
シ
グ
部
門
の
輸
入
構
成
は
原
料
・
部
品

が
六
五
・
二
%
、
資
本
財
日
一

0
・一

Mm、
維
持
部
品
目
二
四
・
一

Mmと

な
っ
て
い
る
。
化
学
工
業
で
は
そ
れ
ぞ
れ
七
七
・
七
第
、
一
五
・
九
Mm、

六
・
一
%
で
あ
っ
た
。

F
C
R
C
は
輪
入
依
存
型
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

一
一
一
五



立
教
経
済
学
研
究
第
四
一
巻
二
号
(
一
九
八
七
年
)

国
際
収
支
の
赤
字
要
因
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
配
当
、
利
子
、
ロ
イ

ヤ
ル
テ
ィ
、
技
術
料
な
ど
の
送
金
も
F
C
R
C
の
外
貨
支
出
の
大
き
な
項

目
で
あ
る
。
一
九
八

0
年
度
の
二
二
三
社
の
送
金
総
額
は
七
億
二
三
六

O

万
ル
ピ
ー
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
わ
け
は
配
当
送
金
H
五
六
・
六
%
、
利

子
送
金
H
三
・
五
Mm
、
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
H
六
・
一

Mm
、
技
術
料
H
九
・
二

Mm
で
あ
る
。

八
0
年
度
の

F
C
R
C
コ
二
三
社
の
外
貨
支
出
は
五
三
・
一

Mm億
ル
ピ

ー
で
あ
り
、
そ
の
八
六
・
四
Mm
が
原
料
・
部
品
、
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
輸
入

に
よ
る
文
出
で
あ
り
一
三
・
六
Mm
が
利
潤
、
利
子
等
の
送
金
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
た
い
し
て

F
C
R
C
の
外
貨
獲
得
高
は
三
六
・
九
億
ル
ピ
ー
で
あ

っ
た
。以

上
、
対
イ
ン
ド
直
接
投
資
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
輸
出
促
進
型
で
は

な
く
輸
入
誘
発
型
で
あ
り
、
輸
入
代
替
工
業
化
の
過
程
に
吸
着
し
、
イ
ン

ド
市
場
を
指
向
し
、
再
投
資
に
よ
っ
て
外
資
の
フ
ロ
ー
を
増
大
せ
ず
し

て
、
利
潤
の
安
定
的
な
送
金
を
な
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
先
の
時
期
区
分
の
「
経
済
的
危
機
と
政
治
的
不
安
定
激
化
の
時

期
」
に
は
イ
ン
ド
資
本
主
義
の
安
定
的
形
成
の
た
め
に
農
業
部
門
の
開
発

が
課
題
と
な
っ
た
。
植
民
地
時
代
の
産
業
構
造
を
工
業
化
を
軸
に
自
立
的

な
産
業
構
造
に
転
換
し
よ
う
と
し
た
時
期
H

「
経
済
発
展
の
基
礎
条
件
の

整
備
の
時
期
」
と
「
国
家
資
本
主
義
的
重
化
学
工
業
化
の
時
期
」
を
民
族

ブ
ル
ジ
ョ
ア

l
の
「
経
済
自
立
」
戦
略
の
第
一
段
階
と
す
れ
ば
、
こ
の
時

期
は
そ
の
第
二
段
階
と
位
置
づ
け
う
る
。
そ
れ
は
輸
入
代
替
工
業
化
の
行

き
詰
ま
り
を
農
業
開
発
↓
園
内
市
場
の
拡
大
に
よ
っ
て
打
開
せ
ん
と
す
る

二
一
六

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
第
二
段
階
に
お
い
て
も
外
国
資
本
の
影
響
を
無
視

し
え
な
い
。

民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
「
経
済
自
立
」
戦
絡
の
第
一
段
階
は
外
資
依

存
と
構
造
的
停
滞
に
帰
結
し
た
。
外
資
依
存
型
の
開
発
政
策
の
破
綻
と
構

造
的
矛
盾
は
す
で
に
み
た
ご
と
く
一
九
六

0
年
代
後
半
に
明
確
に
な
っ
て

い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
矛
盾
を
解
決
す
べ
く
イ
ン
ド
国
家
資
本
主
義
は

一
方
で
国
内
市
場
拡
大
の
た
め
の
「
社
会
主
義
型
社
会
」
、
「
貧
困
追
放
」

の
「
社
会
主
義
的
」
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
ま
た
農
業
生
産
力
増
大
の

「
緑
の
革
命
」
(
農
業
生
産
力
の
増
大
に
よ
っ
て
食
糧
自
給
率
を
高
め
、

口
の
七
割
が
そ
れ
に
依
存
す
る
農
村
を
開
発
し
国
内
市
場
を
拡
大
せ
ん
と

さ
ら
に
人
す
る
こ
と
)
を
導
入
し
、
他
方
で
は
生
産
力
拡
大
と
輸
出
促
進

の
た
め
に
、
国
営
企
業
部
門
を
中
核
と
す
る
国
家
資
本
主
義
的
政
策
の
統

制
的
枠
組
み
を
切
り
崩
し
、
国
内
市
場
を
外
国
資
本
に
開
放
し
て
い
く
。

民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
「
経
済
自
立
」
戦
略
の
第
二
段
階
の
「
緑
の

革
命
」
も
外
国
資
本
の
た
め
の
イ
ン
ド
市
場
を
作
り
出
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
す
で
に
述
べ
た
世
界
銀
行
の
対
イ
ン
ド
援
助
の
重

点
が
農
業
開
発
に
移
動
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

一
九
七

0
年
代
の
対
イ
ン
ド
経
済
援
助
の
特
徴
は
二
国
間
援
助
に
代
わ

っ
て
国
際
援
助
機
関
(
同
国
河
P
H
U
k
r
-
H
匂
の
〔
国
際
金
融
公

社
〕
)
に
よ
る
、
あ
る
い
は
援
助
コ
ン
ソ
l
シ
ャ
ム
に
よ
る
援
助
の
比
重

が
増
え
た
こ
と
、
さ
ら
に
国
際
援
助
機
関
か
ら
の
援
助
が
農
業
開
発
・
農

村
開
発
お
よ
び
農
業
関
連
工
業
に
重
点
を
置
く
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ

と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
援
助
が
増
え
た
こ
と
で
あ
っ
た
。



イ
ン
ド
の
援
助
受
取
額
に
占
め
る
世
界
銀
行
I
B
R
D
・
I
D
A
の
比

重
は
一
九
七
二
年
度
に
二
九
・
五
Mm一
で
あ
っ
た
の
が
七
八
年
度
に
は
六

四
・
九
Mm
を
占
め
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
そ
の
構
成
は
一
九
八

0
年
度
末

残
高
で
I
B
R
D
H
二
五
・
二
九
億
ド
ル
、

I
D
A
H
七
二
・
五
五
億
ド

ル
で
あ
っ
た
。
こ
の
他
に
、

I
F
C
の
0
・
七
二
五
億
ド
ル
が
あ
る
。

援
助
の
重
点
は
農
業
開
発
に
置
か
れ
、
肥
料
工
場
の
建
設
や
イ
ン
ド
工
業

投
資
信
用
公
社

H
C
H
O
H
E
E
R
E
Q
o
a
Z
E
F
4
0田喜一
g件

。R
宮

s
a
g
o同
同
口
氏
目
、
イ
ン
ド
産
業
開
発
銀
行

H
U
切
同
を
通
じ
て

の
中
小
規
模
工
業
の
育
成
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
世
界
銀
行
は
戦
後
経
済
復
興
お
よ
び
発
展
途
上
国
の
生
産

設
備
、
生
産
資
源
の
開
発
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
、
発
展
途
上
国
の
民

間
企
業
の
育
成
、
及
び
先
進
国
企
業
の
対
発
展
途
上
国
投
資
を
保
証
し
て

き
た
。
世
界
銀
行
の
対
イ
ン
ド
援
助
も
主
と
し
て
民
間
企
業
の
設
立
、
近

代
化
の
促
進
に
向
げ
ら
れ
、
イ
ン
フ
ラ
部
門
へ
の
援
助
も
民
間
企
業
の
発

展
を
促
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
(
こ
の
よ
う
な
目
的
に
沿
っ
て
一
九
五
五

年
に
は
I
C
I
G
-
の
設
立
が
勧
告
さ
れ
た

Y
そ
の

I
C
I
C
I
を
通

じ
て
の
援
助
は
イ
ン
ド
に
お
け
る
民
間
企
業
の
育
成
と
と
も
に
、
イ
ン
ド

企
業
と
外
国
企
業
と
の
合
弁
を
促
進
す
る
。

I
F
C
の
対
イ
ン
ド
援
助
も

合
弁
企
業
設
立
を
促
進
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
イ
ン
ド
に
お
け
る
資
本
主

義
の
拡
大
を
助
成
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
発
展
途
上
国
の
民
間
企
業
の

育
成
と
発
展
、
お
よ
び
先
進
国
の
対
途
上
国
投
資
の
促
進
と
そ
の
保
証
が

I
B
R
D
・
-
D
A
の
目
的
で
あ
り
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の

A
I
D
の
基

本
戦
略
と
同
方
向
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

イ
ン
ド
に
お
け
る
開
発
政
策
と
外
国
資
本
つ
む

世
界
銀
行
が
農
業
開
発
援
助
に
重
点
を
移
し
て
い
っ
た
背
景
は
次
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
「
縁
の
草
命
」
の
成
功
に
は
多
量
の
肥
料
と
農
薬

を
必
要
と
す
る
が
w

「
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
巨
大
な
国
際
石

油
資
本
」
に
第
三
世
界
進
出
の
遂
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
国
際
石

油
資
本
が
世
界
銀
行
や
ア
メ
リ
カ
政
府
を
「
引
き
込
み
、
そ
れ
と
手
を
結

び
な
が
ら
、
第
三
世
界
へ
の
進
出
と
、
現
地
に
お
け
る
有
利
な
企
業
活
動

に
寄
与
さ
せ
よ
う
と
す
る
戦
略
を
展
開
し
た
」
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
ア
ジ

ア
の
食
糧
輸
入
国
に
対
し
て
食
糧
自
給
の
た
め
に
農
業
生
産
向
上
の
自
助

努
力
を
す
る
よ
う
に
「
圧
力
を
か
け
た
」
の
で
、
六

0
年
代
に
は
イ
ン
ド

や
パ
キ
ス
タ
ン
、
ト
ル
コ
で
「
農
業
開
発
の
た
め
の
肥
料
輸
入
が
増
え
て

い
た
」
が
、
国
際
石
油
資
本
は
こ
の
肥
料
産
業
に
投
資
を
試
み
よ
う
と
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
イ
ン
ド
で
は
「
農
業
危
機
の
克
服
と
農
業
に
お
け
る

生
産
性
向
上
を
目
指
す
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
と
そ
れ
に
た

い
す
る
世
銀
と
ア
メ
リ
カ
政
府
の
援
尉
」
が
な
さ
れ
、
五
ヵ
年
計
画
で

「
肥
料
の
生
産
と
使
用
は
、
優
先
的
な
地
位
を
あ
た
え
ら
れ
た
」
。

す
な
わ
ち
、
第
三
次
計
画
に
お
い
て
化
学
・
同
関
連
工
業
の
中
で
肥
料

工
業
が
「
最
大
か
つ
最
重
要
投
資
分
野
に
指
定
さ
れ
」
、
第
四
次
計
画
で

も
肥
料
の
増
産
が
強
調
さ
れ
た
。
世
界
銀
行
・

I
D
A
は
「
イ
ン
ド
の
肥

料
工
場
の
規
模
拡
張
の
た
め
の
四
億
四
二

O
O万
ド
ル
に
の
ぼ
る
融
資
を

供
与
し
た
」
。
ア
メ
リ
カ
の
余
剰
食
糧
援
助
に
よ
る
ク
l
リ
1
資
金
か
ら

(
咽
副
〉

も
ア
メ
リ
カ
系
の
肥
料
工
業
に
貸
し
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

外
資
・
技
術
導
入
に
よ
る
外
僧
Hγ
流
出
の
構
造
を
重
視
し
て
い
た
サ
ウ
論

文
は
、
外
資
・
技
術
導
入
は
工
業
化
、
イ
シ
ド
資
本
主
義
の
発
展
を
促

七
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し
、
そ
こ
に
イ
ン
ド
資
本
家
層
と
外
国
資
本
家
と
の
同
盟

(
H
イ
ン
ド
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
・
農
民
を
共
同
搾
取
す
る
た
め
の
)
が
イ
ン
ド
国
家
を

も
巻
き
込
ん
で
形
成
さ
れ
て
き
た
と
の
見
解
を
示
し
て
い
た
。
援
助
と
外

資
を
導
入
し
て
の
「
緑
の
革
命
」
も
、
そ
の
帰
結
と
し
て
、
こ
の
サ
ウ
論

文
に
従
え
ば
、
外
国
の
独
占
資
本
(
家
)
と
そ
れ
に
同
盟
し
た
自
国
資
本

家
・
地
主
層
と
の
共
同
搾
取
体
制
の
形
成
と
見
倣
し
う
る
と
い
え
よ
う
。

(
未
完
)

(

1

)

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
『
発
展
途
上
国
直
接
借
款
推
進
基
礎
調
査
報
告
書
eat-

イ
ン
ド
!
』
一
九
八
二
年
、
一
四
一
ペ
ー
ジ
。

(

2

)

伊
藤
正
二
、
前
掲
書
、
一
二
六
ペ
ー
ジ
。

(

3

)

〈・

z.関白
-
E
C
F
C
S
B
m
wロ
uR戸

B
・
。
司
・
。

-f
ロ・口問・

(

4

)

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
前
掲
書
、
五
ペ
ー
ジ
。

(

5

)

同
書
。

(
6
〉

I
M
F
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
概
要
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
o

①

通
貨
政
策
、
金
融
・
財
政
政
策
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
抑
制
策
を
実
施
す
る
こ
と
、

②
民
間
部
門
の
投
資
・
生
産
を
促
進
す
る
政
策
(
こ
れ
ま
で
の
過
度
の
規
制
、

制
限
を
緩
和
す
る
方
向
で
)
を
と
る
こ
と
、
③
外
国
企
業
と
の
技
術
提
携
や
ロ

イ
ヤ
リ
テ
ィ
支
払
い
の
手
続
き
を
か
な
り
の
程
度
ま
で
自
由
化
す
る
こ
と
、
①

国
内
市
場
を
重
視
し
た
経
済
開
発
と
そ
の
政
策
を
転
換
し
て
輸
出
指
向
型
の
開

発
政
策
を
と
る
こ
と
、
①
輸
入
制
限
を
自
由
化
す
る
こ
と
、
①
農
業
お
よ
び
基

幹
産
業
分
野
で
の
価
格
構
造
の
改
革
、
等
々
。

こ
の
よ
う
な
勧
告
に
対
し
て
、
イ
ン
ド
政
府
は
経
済
政
策
を
実
施
す
る
に
あ

た
っ
て
は

I
M
F
と
協
議
す
る
こ
と
、
計
画
実
施
の
進
捗
状
況
を

I
M
F
と
検

討
す
る
意
向
な
ど
を
伝
え
て
い
る
(
里
民
ユ
ロ
。
明
P
同
ミ
ヒ
ミ
S
3
耳
切
ミ

2
ヨ

二
一
八

h
q
u
h』白百，

Qa弘
HeM1b町
、
民
事
、
。
、
hh.
。
開
開
制
印
印
可
何
回
Z
叶
開
何
回

L
由∞
u-

u
-
N自白∞〉。

ハ
7
〉

〈

-
F
-
H
E宵
旬
、
・
H
E
E
S仏
当
O円
E
開

g
E
B
M『

u
m
O
R
n
F
F
H
m
o同・

問。
-ESo--
同
g
き
さ
.
n
g弘
、
。
NNE-Eh
司
君
迂
示
〉
ロ
ロ
ロ
白
-
Zロ
B
F
2

司
0
『・同町田∞
0

・

ハ
8
)

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
前
掲
書
。
。
2

2口同
5
5
0同同
E
H
P
N目
gき
室
町
白

匂号、
eぬい、・

4
・2
・
切
回
】
E
tロ『曲目白口刷、
hwHHr
。
?
の
日
了
司

-H40
・
切
宮
町
内
切
千

ミ
な
た
2
。『

h
s
n
m
p
出
・
開
NOEO--
。
p.M1-芯
同
山
町
。
3AM遣制
.
n
M】町署
2
.
'切悼む時・

な
た
の
R
N
N
'

凶
号
、
号
、
。
L

司
忌
内
」
『
ミ
弘
札
「
ぬ
芯
同
町
。
亘
書
し
F
H
U白血・

2
n・

(
9
〉

〈
-
Z・
回
曲
目
白
印
ロ
ヴ
ロ
『
回
目
印
ロ
u
孟
5
・
。
司
・
。
日
?
"
司
-H4叶・

(

m

)

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
前
掲
書
。

(
日
)
〈
・
印
・
冨

g
-
8・
h
R
S
H
b
g偽
念
、
主
主
な
な

L

『ミ
thQ3
同
S

E苦しデ

ロ
ooHMH)00司
句
ロ
『
ロ
ロ
回
片
山
O口
♂
回
申
∞

A
F

・円
y
H由凶・

(
ロ
)
西
口
孝
雄
、
前
掲
『
発
展
途
上
国
経
済
論
』
一
四
一
ペ
ー
ジ
。

(
日
)
伊
藤
正
二
、
前
掲
書
、
二
一
九
ペ
ー
ジ
。

(

M

)

西
口
章
雄
、
前
掲
書
。

(
日
)
同
童
日
。

ハ
日
〉
同
書
、
八
八

l
九
ペ
ー
ジ

(
げ
)
古
賀
正
則
「
独
立
後
の
イ
ン
ド
の
経
済
発
展
」
『
経
済
学
大
辞
典
』
第
一
一
一

巻
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
八

O
年
。

(
時
)
伊
藤
正
ニ
「
開
発
政
策
の
成
果
と
展
望
」
(
山
口
博
一
一
編
『
現
代
イ
ン
ド

政
治
経
済
論
』
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
八
二
年
〉
。

(
問
〉
伊
藤
正
二
、
前
掲
「
独
立
後
の
独
占
資
本
の
発
展
と
経
済
的
従
属
」

〈
初
〉
〈
・
「
問
。
P
R
・
。
ロ

-
n
F

(
幻
〉
西
口
孝
雄
、
前
担
調
書
、
二
一
八
ペ
ー
ジ
。
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